
1　　ベルベルの政治権力とマグリブ出身のウラマー

一
．
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
と
ウ
ラ
マ
ー

　

ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
（
一
〇
六
一
│
一
一
四
七
年
（
は
︑
マ
ー
リ
ク
派
法
学
を
採
用
し
︑
マ
グ
リ
ブ
地
域
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
西
部
以
西
（
の
ス
ン

ナ
派
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
促
し
た
と
評
価
さ
れ
る
（
（
（

︒
こ
れ
は
︑
王
朝
の
起
源
が
︑
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
た
サ
ハ
ラ
砂

漠
西
部
の
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
ベ
ル
ベ
ル
の
ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
と
呼
ば
れ
る
宗
教
運
動
に
あ
る
こ
と
︑
ま
た
王
朝
下
で
ウ
ラ
マ
ー
（
知
識
人
（︑

と
り
わ
け
法
学
者
が
重
用
さ
れ
︑
彼
ら
が
政
治
的
に
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
こ
と
に
よ
る
︒
君
主
は
法
学
者
の
意
見
を
も
っ
て
諸
事
を
な

し
︑
カ
ー
デ
ィ
ー
（
裁
判
官
（
を
は
じ
め
と
す
る
司
法
行
政
に
登
用
し
た
︒

　

こ
こ
で
い
う
ウ
ラ
マ
ー
や
法
学
者
は
︑
当
時
学
問
の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
ア
ン
ダ
ル
ス
の
出
身
者
が
想
定
さ
れ
て
き
た
（
（
（

︒
こ
の
時
期
︑
ア
ン

ダ
ル
ス
か
ら
後
世
に
名
を
残
す
よ
う
な
法
学
者
が
輩
出
し
た
こ
と
に
加
え
︑
伝
記
集
が
系
統
だ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
︑
組
織
的
な
ウ
ラ

マ
ー
研
究
が
行
わ
れ
多
く
の
成
果
が
出
さ
れ
た
（
（
（

︒
こ
う
し
て
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
研
究
で
は
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
に
関
す
る
議
論
が
多
く

を
占
め
︑
そ
の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
︒
他
方
で
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
に
つ
い
て
は
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
の
指
導
者
ア

《
論
文
》

　
　
ベ
ル
ベ
ル
の
政
治
権
力
と
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー

　
　
　
　
─
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
初
期
に
お
け
る
協
力
関
係

野　

口　
　

舞　

子
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ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン‘A

bd A
llāh b. Y

āsīn al-Jazūlī

（
以
下
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
（
ら
い
く
つ
か
の
例
外
を

除
き
︑
具
体
的
な
議
論
が
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
（
（

︒

　

し
か
し
︑
宗
教
指
導
者
の
没
後
（
一
〇
五
九
年
（
か
ら
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
よ
る
一
〇
八
六
年
の
ア
ン
ダ
ル
ス
進
出
ま
で
は
二
〇
│
三
〇
年
の

隔
た
り
が
あ
る
︒
こ
の
時
期
は
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ンY

ūsuf b. Tāshfīn

（
位
一
〇
六
一
│
一
一
〇
六
年
（
に
よ
っ
て
マ

グ
リ
ブ
の
征
服
と
支
配
が
進
ん
だ
︑
王
朝
の
形
成
期
に
相
当
す
る
︒
こ
の
こ
ろ
王
朝
が
ど
の
よ
う
に
支
配
を
行
い
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ

マ
ー
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
こ
と
は
︑
通
時
的
な
王
朝
の
支
配
の
あ
り
方
や
ウ
ラ
マ
ー
と
の
関
係
を
考
え

る
上
で
︑
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
︒
こ
の
た
め
本
稿
で
は
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
に
焦
点
を
当
て
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
か
ら
ユ
ー
ス

フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期
の
ベ
ル
ベ
ル
の
政
治
権
力
と
の
関
係
を
検
討
し
︑
ウ
ラ
マ
ー
の
役
割
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
︒
な

お
︑
本
稿
で
は
︑
ウ
ラ
マ
ー
を
出
身
地
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
はm

in ahl

と
し
て
表
現
さ
れ
る
（
に
よ
っ
て
区
分
し
て
議
論
す
る
こ
と
と
し
︑
マ

グ
リ
ブ
出
身
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
︑
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
（
現
チ
ュ
ニ
ジ
ア
地
域
周
辺
（
出
身
︑
お
よ
び
そ
の
他
の
地
域
出
身
の
四
つ
に
分
類
し

た
︒

　

史
料
は
︑
第
一
に
ウ
ラ
マ
ー
や
ス
ー
フ
ィ
ー
・
聖
者
の
伝
記
集
を
用
い
た
︒
な
か
で
も
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
後
期
に
活
躍
し
た
法
学
者
イ
ヤ
ー

ド‘Iyāḍ b. M
ūsā

（
一
一
四
九
年
没
（
の
﹃
マ
ー
リ
ク
派
の
偉
人
を
知
る
た
め
の
知
識
の
整
序
と
理
解
の
近
道Tartīb al-m

adārik w
a taqrīb 

al-m
asālik li-m

a‘rifat a‘lām
 m

adhhab M
ālik

（
以
下
︑Tartīb
（﹄
は
マ
グ
リ
ブ
で
著
さ
れ
た
最
初
の
伝
記
集
と
い
え
る
︒
当
該
伝
記
集
は
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
全
域
の
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者
を
対
象
と
し
て
お
り
︑
学
祖
マ
ー
リ
ク
と
そ
の
仲
間
か
ら
イ
ヤ
ー
ド
の
時
代
ま
で
を
世
代

（ṭabaqa

（
順
に
収
録
す
る
︒
法
学
者
の
学
問
修
得
だ
け
で
な
く
︑
政
治
・
社
会
的
な
事
象
に
つ
い
て
も
独
自
の
情
報
を
多
く
伝
え
る
貴
重
な

史
料
で
あ
る
︒
次
に
︑
イ
ブ
ン
・
バ
シ
ュ
ク
ワ
ー
ルIbn B

ashkw
āl

（
一
一
八
三
年
没
（
の
﹃
繋
が
りal-Ṣila

﹄
と
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ッ
バ
ー

ルIbn al-A
bbār

（
一
二
六
〇
年
没
（
の
﹃
繋
が
り
の
補
遺al-Takm

ila li-kitāb al-ṣila

（
以
下
︑Takm

ila

（﹄
の
二
つ
を
使
用
し
た
︒
こ
れ
ら

は
と
も
に
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ウ
ラ
マ
ー
伝
記
集
で
あ
り
︑﹃
繋
が
り
﹄
が
イ
ブ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ラ
デ
ィ
ーIbn al-Faraḍī

（
一
〇
一
二
年
没
（
の
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﹃
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ウ
ラ
マ
ー
と
知
識
伝
承
者
の
歴
史Ta’rīkh al-‘ulam

ā’ w
a-l-ruw

āt li-l-‘ilm
 bi-l-Andalus

﹄
の
続
編
と
し
て
書
か
れ
︑﹃
繋
が

り
の
補
遺
﹄
は
﹃
繋
が
り
﹄
の
続
編
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
他
に
年
代
記
や
地
理
書
を
参
照
し
た
が
︑
年
代
記
は
同
時
代
史
料

が
散
逸
し
て
い
る
た
め
︑
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
（
一
一
三
〇
│
一
二
六
九
年
（
以
降
に
著
さ
れ
た
も
の
と
な
る
︒
な
お
︑
地
理
的
な
区
分
と
し
て
本

稿
で
マ
グ
リ
ブ
と
用
い
た
場
合
は
︑
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
西
部
よ
り
西
の
地
域
で
︑
南
縁
は
現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
の
南
縁
と
ほ
ぼ
同
じ
地
域
と
す
る
︒

二
．
ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動

（
一
）
ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
以
前
の
マ
グ
リ
ブ
の
政
治
と
信
仰

　

ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
ま
え
に
︑
運
動
が
始
ま
る
一
一
世
紀
前
半
ま
で
の
マ
グ
リ
ブ
の
政
治
お
よ
び
信
仰
の
状
況
を
み
て
お

く
必
要
が
あ
る
（
（
（

︒
ま
ず
︑
七
世
紀
後
半
に
始
ま
る
ア
ラ
ブ
の
征
服
以
降
︑
八
世
紀
末
に
出
自
は
シ
ー
ア
派
だ
が
教
義
は
ス
ン
ナ
派
に
近
い
イ
ド

リ
ー
ス
朝
（
七
八
九
│
九
二
六
年
（
が
フ
ェ
ス
を
中
心
に
成
立
し
た
︒
そ
の
後
︑
フ
ェ
ス
は
ア
ン
ダ
ル
ス
の
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
（
七
五
六
│
一
〇

三
一
年
（
の
介
入
を
受
け
︑
ザ
ナ
ー
タ
系
ベ
ル
ベ
ル
の
マ
グ
ラ
ー
ワ
族
が
同
王
朝
の
宗
主
権
を
認
め
つ
つ
支
配
を
お
こ
な
っ
た
︒
他
方
で
︑
タ

ン
ジ
ェ
周
辺
や
北
西
部
の
セ
ブ
ー
川
流
域
で
は
ハ
ワ
ー
リ
ジ
ュ
派
に
与
し
マ
シ
ュ
リ
ク
か
ら
亡
命
し
て
き
た
ア
ラ
ブ
人
が
︑
在
地
の
ベ
ル
ベ
ル

人
と
結
託
し
て
勢
力
を
も
っ
た
︒
マ
グ
リ
ブ
南
部
に
関
し
て
は
︑
ミ
ド
ラ
ー
ル
族
（
七
五
七
│
九
七
六
・
七
年
（
が
オ
ア
シ
ス
都
市
シ
ジ
ル

マ
ー
サ
に
拠
点
を
お
き
︑
交
易
を
経
済
基
盤
と
し
て
栄
え
た
︒
ミ
ド
ラ
ー
ル
族
は
ハ
ワ
ー
リ
ジ
ュ
派
の
中
道
派
（
ス
フ
リ
派
（
を
い
だ
い
て
お

り
︑
そ
の
後
︑
シ
ジ
ル
マ
ー
サ
も
ザ
ナ
ー
タ
系
ベ
ル
ベ
ル
の
マ
グ
ラ
ー
ワ
族
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
が
︑
ス
フ
リ
派
の
信
仰
は
ム
ラ
ー
ビ
ト
運

動
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
ま
で
保
た
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

　

先
住
の
ベ
ル
ベ
ル
部
族
で
あ
る
バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
や
グ
マ
ー
ラ
族
か
ら
も
︑
宗
教
運
動
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
動
き
が
興
っ
た
︒
大
西
洋
岸
の

タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
で
は
︑
マ
ス
ム
ー
ダ
系
ベ
ル
ベ
ル
の
バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
に
よ
っ
て
ベ
ル
ベ
ル
語
の
ク
ル
ア
ー
ン
が
作
成
さ
れ
た
︒
運
動
の
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創
始
者
は
自
ら
を
預
言
者
と
主
張
し
︑
マ
フ
デ
ィ
ー
（
神
意
に
よ
り
正
し
く
導
か
れ
た
者
の
意
（
思
想
を
説
い
た
︒
バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
は
教

義
・
祭
式
の
面
で
イ
ス
ラ
ー
ム
の
導
入
を
行
う
一
方
︑
唾
液
の
効
能
な
ど
の
呪
術
的
な
信
仰
も
守
り
︑
八
世
紀
半
ば
か
ら
一
一
世
紀
末
の
ム

ラ
ー
ビ
ト
朝
に
よ
る
征
服
ま
で
こ
う
し
た
信
仰
を
続
け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
北
部
の
リ
ー
フ
地
方
で
も
︑
マ
ス
ム
ー
ダ
系
ベ
ル
ベ
ル
の
グ

マ
ー
ラ
族
に
よ
っ
て
︑
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
魔
術
・
呪
術
を
加
え
た
信
仰
が
採
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
タ
ー
ル
ー
ダ
ー
ン
ト
を
中
心
と
す
る
ス
ー

ス
地
方
に
は
︑
バ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ヤ
と
い
う
シ
ー
ア
派
小
集
団
が
い
た
（
（
（

︒
こ
の
よ
う
に
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
征
服
以
前
の
マ
グ
リ
ブ
は
︑
イ
フ
リ
ー

キ
ヤ
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
と
ア
ン
ダ
ル
ス
の
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
に
挟
ま
れ
双
方
の
勢
力
か
ら
の
介
入
を
う
け
た
が
︑
両
王
朝
の
弱
体
化
に
伴
い
土

着
の
ベ
ル
ベ
ル
が
頭
角
を
現
し
︑
各
地
に
勢
力
が
形
成
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒
さ
ら
に
︑
正
統
（
ス
ン
ナ
派
（
と
は
言
い
が
た

い
イ
ス
ラ
ー
ム
と
土
着
の
信
仰
を
も
つ
集
団
が
マ
グ
リ
ブ
の
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
た
︒
他
方
で
︑
同
地
域
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
と
と
も

に
︑
一
〇
世
紀
後
半
以
降
︑
マ
ー
リ
ク
派
法
学
の
教
え
も
徐
々
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（
（

︒

（
二
）
宗
教
指
導
者
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン

　

サ
ハ
ラ
砂
漠
西
部
で
ラ
ク
ダ
の
遊
牧
を
生
業
と
し
て
い
た
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
に
よ
る
宗
教
運
動
︑
す
な
わ
ち
ム
ラ
ー
ビ
ト

運
動
の
興
り
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
︒
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
長
で
あ
っ
た
グ
ダ
ー
ラ
（
ま
た
は
ジ
ュ
ッ
ダ
ー
ラ
（
族

の
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ムYaḥyā b. Ibrāhīm
（
一
〇
四
八
年
頃
没
（
は
︑
メ
ッ
カ
巡
礼
に
出
か
け
︑
そ
の
帰
途
︑
イ
フ
リ
ー

キ
ヤ
の
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
立
ち
寄
っ
た
︒
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
は
︑
ア
グ
ラ
ブ
朝
（
八
〇
〇
│
九
〇
九
年
（
下
で
首
都
と
な
り
︑
政
治
・
宗
教
の
中

心
地
と
し
て
繁
栄
し
︑
さ
ら
に
サ
フ
ヌ
ー
ンṢaḥnūn, ‘A

bd al-Salām
 al-Tanūkhī

（
八
五
五
年
没
（
に
よ
っ
て
マ
ー
リ
ク
派
法
学
の
基
礎
が

築
か
れ
て
以
来
︑
伝
統
的
に
同
派
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
︒
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
︑
こ
の
地
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者
︑
ア
ブ
ー･

イ
ム
ラ
ー
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ー
ス
ィ
ーA

bū ‘Im
rān al-Fāsī

（
一
〇
三
九
年
没
（
と
出
会
い
（
一
〇
三

五･

六
年
頃
（︑
自
ら
の
部
族
民
を
教
化
し
う
る
者
の
紹
介
を
望
ん
だ
（
（
（

︒
し
か
し
︑
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
で
は
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
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ム
に
同
行
で
き
る
者
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
︑
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
ア
ブ
ー
・
イ
ム
ラ
ー
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー

の
紹
介
で
モ
ロ
ッ
コ
南
部
の
ナ
フ
ィ
ー
ス
で
ワ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
・
ブ
ン
・
ズ
ッ
ル
ーW

ājāj/W
ajjāj b. Zllū al-Lam

ṭī

と（
（
（

い
う
法
学
者
に
面
会

し
た
︒
ワ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
も
︑
ア
ブ
ー
・
イ
ム
ラ
ー
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
の
弟
子
で
あ
り
︑
こ
の
ワ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
・
ブ
ン
・
ズ
ッ
ル
ー

を
介
し
て
そ
の
弟
子
の
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
を
宗
教
的
な
指
導
者
と
し
て
部
族
に
招
く
こ
と
に
な
っ
た
︒

　

イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
は
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
も
と
へ
至
る
と
自
ら
の
教
え
の
遵
守
を
求
め
た
︒
そ
の
内
容
は
︑
財
の
配
分
や
︑
イ
ス

ラ
ー
ム
の
教
え
に
基
づ
く
様
々
な
罰
則
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
（
（1
（

︒
彼
に
従
っ
た
者
た
ち
を
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
（m

urābiṭūn

リ
バ
ー
ト
（
修

道
場
も
し
く
は
砦
（
に
集
う
者
（
と
い
う
（
（1
（

︒
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
は
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
な
信
仰
を
も
つ
ベ
ル
ベ
ル
部
族
を
多
神
教
徒

（m
ushrik

（
ま
た
は
不
信
仰
者( kāfir)
で
あ
る
と
見
な
し
︑
イ
ス
ラ
ー
ム
を
受
け
入
れ
る
よ
う
説
き
︑
受
け
入
れ
な
い
者
に
は
ジ
ハ
ー
ド
を
行

い
︑
服
従
す
る
者
を
増
や
し
て
い
っ
た
︒
こ
う
し
た
教
化
・
征
服
活
動
に
よ
っ
て
︑
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
の
ラ
ム
ト
ゥ
ー
ナ
族
︑
グ
ダ
ー
ラ
族
︑

マ
ッ
ス
ー
フ
ァ
族
な
ど
が
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
に
服
従
し
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
を
構
成
す
る
主
要
な
部
族
と
な
っ
た
︒
一
〇
五
四
・
五

年
に
は
ザ
ナ
ー
タ
系
マ
グ
ラ
ー
ワ
族
の
マ
ス
ウ
ー
ド
・
ブ
ン
・
ワ
ー
ヌ
ー
デ
ィ
ー
ンM

as‘ūd b. W
ānūdīn/W

ānnūdīn

の
支
配
下
に
あ
っ
た
シ

ジ
ル
マ
ー
サ
や
ダ
ル
ア
地
方
を
征
服
し
た
（
（1
（

︒
そ
の
後
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
は
バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
の
討
伐
に
向
か
い
︑
そ
の
戦
い
の
中
で

没
し
た
（
一
〇
五
九
年
（︒

　

イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
は
宗
教
的
︑
精
神
的
な
指
導
者
だ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
︑
政
治
的
な
指
導
者
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
た
︒
具
体
的
に
は
︑
征
服
す
る
部
族
や
都
市
を
指
示
す
る
だ
け
で
な
く
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
を
構
成
す
る
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
中
か
ら
長

を
指
名
す
る
な
ど
︑
没
す
る
ま
で
絶
対
的
な
権
力
を
持
っ
た
︒
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
長
と
の
関
係
で
は
︑
グ
ダ
ー
ラ
族
の
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・

イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
後
︑
ラ
ム
ト
ゥ
ー
ナ
族
の
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ルYaḥyā b ‘U

m
ar

と
行
動
を
共
に
し
て
上
述
の
シ
ジ
ル
マ
ー
サ
と

ダ
ル
ア
の
征
服
を
行
い
︑
一
〇
五
六
年
頃
に
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
が
遠
征
中
に
死
去
す
る
と
︑
そ
の
兄
弟
の
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ルA

bū 

B
akr b. ‘U

m
ar

（
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
長
の
地
位
：
一
〇
五
六
│
七
二
年
頃
？
︑
一
〇
八
七
年
没
（
を
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
長
に
指
名
し
た
︒
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ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
と
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
の
指
名
を
も
っ
て
︑
二
人
の
出
身
部
族
で
あ
る
ラ
ム
ト
ゥ
ー
ナ
族
が
ム

ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
の
中
で
優
位
を
確
立
し
た
︒
こ
う
し
た
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
姿
は
︑
命
令
と
禁
止
を
指
示
す
る
真
の
指
揮
官

（am
īr

（︑
共
同
体
の
指
導
者
（im

ām

（
と
し
て
表
現
さ
れ
た
（
（1
（

︒

（
三
）
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
後
継
者

　

強
大
な
権
力
を
も
っ
た
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
後
継
者
の
問
題
は
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
ウ
ラ
マ
ー
の
役
割
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
で

あ
る
︒
こ
れ
ま
で
︑
王
朝
史
で
は
彼
の
後
継
者
と
し
て
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ザ
ー
ラ
ーSulaym

ān b. ‘A
dhārā’

と
ム
ラ
ー
デ
ィ
ーal-

M
urādī, M

uḥam
m

ad b. al-Ḥ
asan al-Ḥ

aḍram
ī

の
二
人
が
考
え
ら
れ
︑
議
論
さ
れ
て
き
た
︒
本
節
で
は
こ
の
二
人
と
そ
の
学
統
に
つ
い
て
検

討
し
︑
宗
教
指
導
者
と
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
の
権
力
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
︒

　

後
継
者
の
検
討
に
入
る
前
に
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
学
問
修
得
や
師
弟
関
係
を
確
認
し
て
お
く
︒
彼
の
師
に
は
上
述
の
ワ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ュ
・
ブ
ン
・
ズ
ッ
ル
ー
が
挙
げ
ら
れ
︑
仲
間
と
共
に
ス
ー
ス
地
方
で
活
動
し
て
い
た
︒
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
は
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
渡
り
︑

七
年
も
の
滞
在
で
多
く
の
知
識
を
得
た
と
さ
れ
る
が
︑
具
体
的
な
学
問
や
滞
在
地
︑
師
弟
は
明
ら
か
で
な
い
︒
仲
間
お
よ
び
弟
子
に
関
し
て

は
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
が
グ
ダ
ー
ラ
族
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
当
初
︑
七
〇
人
ほ
ど
の
法
学
者
が
彼
の
も
と
に
集
ま
っ
た
と
い
う
記

述
も
あ
る
が
︑
こ
れ
ら
の
者
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
者
だ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
（
（1
（

︒
同
様
に
︑
シ
ジ
ル
マ
ー
サ
と
ダ
ル
ア
の
征
服
に
際
し

て
も
︑
同
地
の
法
学
者
お
よ
び
信
仰
正
し
き
者
（ṣulaḥā’

（
が
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
に
教
化
を
望
ん
だ
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
︑
彼
ら
の

詳
細
も
不
明
で
あ
り
︑
シ
ジ
ル
マ
ー
サ
征
服
後
に
こ
れ
ら
の
者
が
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
の
中
で
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
の
か
も
不
明
で
あ

る
（
（1
（

︒

　

第
一
の
後
継
者
︑
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ザ
ー
ラ
ー
（
一
〇
六
〇･

一
年
没
（
（1
（

（
に
つ
い
て
は
︑Tartīb

に
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の

没
後
の
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
の
大
事
の
指
導
者
（al-qā’im

 bi-am
r al-m

urabiṭīn
（
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒
た
だ
し
︑
こ
の
記
述
は
兄
弟
ア
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ブ
ー
・
ア
ル
カ
ー
ス
ィ
ム
の
伝
記
記
事
に
書
か
れ
て
お
り
︑
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
に
つ
い
て
独
立
し
た
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒

二
人
の
出
身
地
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
兄
弟
ア
ブ
ー
・
ア
ル
カ
ー
ス
ィ
ム
は
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
師
で
あ
る
ワ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
の
仲
間

（aṣḥāb
（
の
一
人
と
あ
る
が
︑
二
人
に
関
し
て
そ
の
他
の
情
報
は
全
く
な
く
︑
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
が
指
導
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
︒
そ
し
て
︑
こ
の
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
も
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
没
後
し
ば
ら
く
し
て
没
し
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
ス

ラ
イ
マ
ー
ン
の
師
弟
も
不
明
で
あ
り
︑
彼
の
後
継
者
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
︒

　

二
人
目
の
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
（
一
〇
九
六
年
没
（
（1
（

（
は
︑
イ
マ
ー
ム
・
ハ
ド
ラ
ミ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
︒
彼
は
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
の
カ
イ
ラ
ワ
ー

ン
出
身
で
法
学
︑
神
学
（
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
（
を
修
め
︑
マ
ラ
ケ
シ
ュ
近
郊
の
ア
グ
マ
ー
ト
に
住
ん
だ
︒
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
は
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族

の
長
で
あ
る
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
に
従
っ
て
マ
グ
リ
ブ
の
サ
ハ
ラ
へ
向
か
い
︑
ア
ズ
キ
ー
（A

zkī

ま
た
はA

zūgi

︑
現
モ
ー
リ

タ
ニ
ア
（
の
裁
判
官
に
指
名
さ
れ
︑
同
地
で
没
し
た
︒
彼
は
ま
た
︑
君
主
鑑
を
著
し
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
に
献
呈
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

︒
師
は
ア

ブ
ー
・
マ
ル
ワ
ー
ン
・
ブ
ン
・
シ
ラ
ー
ジ
ュA

bū M
arw

ān b. Sirāj

と
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ウ
マ
ル‘A

bd al-R
ahm

ān b. 

‘U
m

ar al-Tam
īm

ī 

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
一
〇
九
四
年
に
ア
ン
ダ
ル
ス
の
コ
ル
ド
バ
に
来
た
と
あ
る
の
で
︑
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
の
没
後
に
ア

ン
ダ
ル
ス
に
来
て
サ
ハ
ラ
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
に
関
し
て
は
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
と
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
︑
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
長
の
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
と
の
関
係
か
ら
指
導
的
立
場
を
得
た
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

︒
し
か
し
︑
史
料
か
ら
は

ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
が
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
よ
う
な
指
導
者
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
︒
彼
の
弟
子
の
伝
記
記
事
で
は
︑
信
仰
の
諸
学

問
（‘ulūm

 al-i‘tiqādāt

︑
神
学
（
を
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ク
サ
ー
（
モ
ロ
ッ
コ
地
域
（
に
最
初
に
導
入
し
た
者
だ
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
︑
イ
マ
ー

ム
と
い
う
彼
の
称
号
も
︑
学
問
の
導
師
と
い
う
意
味
で
あ
り
︑
共
同
体
の
指
導
者
と
い
う
意
味
で
は
な
い
︒
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
は
ア
ブ
ー
・
バ
ク

ル
に
任
命
さ
れ
た
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
り
︑
君
主
鑑
を
著
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
そ
の
立
場
は
助
言
者
と
し
て
の
も
の
だ
と
い
え
︑
両
者
の
上

下
関
係
は
明
ら
か
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
に
は
少
な
く
と
も
五
人
の
弟
子
と
一
名
の
息
子
が
確
認
で
き
る
が
︑
彼
ら
も
ま
た
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
よ
う
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な
指
導
者
と
し
て
は
描
か
れ
て
い
な
い
︒
弟
子
の
一
人
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
ム
ー
サ
ーY

ūsuf b. M
ūsā al-K

albī

（
一
一
二
六
年
没
（
は
︑

ア
ン
ダ
ル
ス
の
サ
ラ
ゴ
ー
サ
出
身
で
︑
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
住
ん
だ
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
神
学
者
︑
聖
者
（w

alī

（
で
あ
る
（
（2
（

︒﹁
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
か
ら

信
仰
の
諸
学
問
を
学
ん
だ
最
後
の
マ
グ
リ
ブ
の
イ
マ
ー
ム
（
導
師
（﹂
と
さ
れ
る
︒
信
仰
の
諸
学
問
は
史
料
に
よ
っ
て
は
﹁
唯
一
神
と
諸
信
仰

の
学
問
（‘ilm

 al-taw
ḥīd w

a al- i‘tiqādāt

（﹂
と
も
さ
れ
る
が
︑
結
局
の
と
こ
ろ
神
学
を
修
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
彼
の
伝
記
で
興
味
深

い
の
は
︑
君
主
と
の
関
係
で
︑
支
配
者
（
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
君
主
の
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
（
が
財
（m

āl

（
を
贈
っ
た
が
︑
そ
れ
を
貧
し

い
人
び
と
（m

asākīn
（
に
分
け
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
聖
者
と
し
て
の
美
徳
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
︑
こ
の

出
来
事
の
前
に
君
主
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
不
明
だ
が
︑
権
力
と
距
離
を
お
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
︒
他
方
で
︑
ム
ラ
ー

デ
ィ
ー
の
息
子
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー‘A

lī b. M
uḥam

m
ad b. al-M

urādī al-Ḥ
aḍram

ī

（
一
一
四
五
年
頃
没
（
は
︑
グ
ラ
ナ
ダ
に
住
ん

だ
法
学
者
︑
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
で
あ
る
（
（2
（

︒
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
は
あ
る
地
方
（
グ
ラ
ナ
ダ
地
域
か
（
の
カ
ー
デ
ィ
ー
に
任
命
さ
れ
て

い
る
が
︑
こ
の
記
述
は
一
般
的
な
地
方
の
カ
ー
デ
ィ
ー
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
︒

　

ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
を
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
後
継
者
を
と
見
な
す
理
由
は
︑
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
長
と
の
近
し
さ
に
よ
る
︒
し
か
し
︑
ム

ラ
ー
デ
ィ
ー
の
役
割
は
カ
ー
デ
ィ
ー
︑
助
言
者
あ
り
︑
宗
教
指
導
者
と
し
て
の
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
あ
り
方
と
は
全
く
異
な
る
︒
さ
ら

に
︑
彼
の
役
割
で
強
調
さ
れ
る
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
神
学
者
と
し
て
の
側
面
は
︑
学
統
を
継
い
だ
弟
子
に
い
た
っ
て
は
聖
者
と
見
な
さ
れ
︑
そ
れ

ゆ
え
政
治
的
な
権
力
と
は
逆
の
志
向
を
も
つ
︒
以
上
が
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
後
継
者
の
状
況
で
あ
り
︑
彼
と
同
様
の
役
割
を
果
た
し
た

者
は
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ザ
ー
ラ
ー
の
没
後
︑
一
〇
六
〇
年
以
降
は
途
絶
え
た
と
い
え
よ
う
︒
そ
し
て
︑
こ
の
時
期
は
︑
ベ
ル
ベ
ル
諸

部
族
の
長
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
と
従
兄
弟
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
が
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
を
指
揮
し
て
各
地
を
征
服
し
︑
マ
グ

リ
ブ
で
支
配
権
を
確
立
す
る
時
代
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
︒

三
．
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
権
力
と
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
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（
一
）
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
に
よ
る
マ
グ
リ
ブ
の
征
服

　

他
方
で
︑
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
長
の
地
位
は
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
指
名
に
よ
っ
て
ラ
ム
ト
ゥ
ー
ナ
族
の
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
ウ
マ

ル
か
ら
そ
の
兄
弟
の
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
に
引
き
継
が
れ
た
︒
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
は
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
存
命
中
に
マ
グ
リ
ブ
南
部
を
征
服

し
︑
ア
グ
マ
ー
ト
や
タ
ー
マ
ス
ナ
ー
地
方
の
マ
ス
ム
ー
ダ
族
が
支
配
下
に
入
っ
た
（
（2
（

︒
こ
う
し
た
征
服
活
動
は
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
没
後

も
続
き
︑
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
は
従
兄
弟
の
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
と
と
も
に
軍
を
率
い
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
の
後
︑
ア

ブ
ー
・
バ
ク
ル
は
一
〇
七
一
年
に
は
サ
ハ
ラ
遠
征
に
向
か
う
た
め
に
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
を
自
身
の
代
理
と
し
て
マ
グ
リ

ブ
の
支
配
を
委
任
し
た
が
︑
翌
七
二
年
に
は
マ
グ
リ
ブ
支
配
を
委
譲
し
︑
自
ら
は
サ
ハ
ラ
に
去
っ
た
（
（2
（

︒
な
お
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
後

継
者
の
一
人
と
目
さ
れ
︑
ア
ズ
キ
ー
の
カ
ー
デ
ィ
ー
と
な
っ
た
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
は
︑
こ
の
と
き
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
に
従
い
サ
ハ
ラ
に
向
か
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
に
よ
っ
て
支
配
を
委
任
さ
れ
る
以
前
か
ら
軍
を
率
い
て
マ
グ
リ
ブ
遠
征
を

行
っ
て
い
た
が
︑
一
〇
七
一
年
以
降
︑
本
格
的
に
マ
グ
リ
ブ
の
中
部
・
北
部
地
域
に
進
出
し
た
（
（2
（

︒
一
〇
七
三
年
に
は
配
下
の
マ
ズ
ダ
リ
ー

M
azdalī b. B

ānlūnkā

を
派
遣
し
て
サ
レ
を
平
和
裡
に
征
服
し
︑
ヤ
テ
ィ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ルYaṭī b. Ism

ā‘īl

指
揮
の
軍
を
メ
ク
ネ

ス
に
送
っ
た
︒
ヤ
テ
ィ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
戦
い
の
前
に
使
者
（raqqāṣ

（
を
送
り
︑
同
地
の
ザ
ナ
ー
タ
族
の
支
配
者
ハ
イ
ル
・

ブ
ン
・
ハ
ザ
ルal-K

hayr b. K
hazar al-Zanātī

も
戦
い
を
行
う
こ
と
な
く
支
配
下
に
入
っ
た
（
（2
（

︒
そ
の
後
︑
一
〇
七
五
年
に
従
兄
弟
ヤ
フ
ヤ
ー
・

ブ
ン
・
ワ
ー
ス
ィ
ー
ヌ
ワ
ーYaḥyā b. W

āsīnuw
ā/W

āsīnū

を
フ
ェ
ス
に
送
る
と
︑
同
地
の
征
服
で
は
激
し
い
戦
闘
を
行
う
こ
と
と
な
り
︑
多

く
の
死
者
が
出
た
︒
当
時
︑
フ
ェ
ス
は
マ
グ
ラ
ー
ワ
族
の
ハ
マ
ー
マḤ

am
ām

a
の
子
の
フ
ト
ゥ
ー
フal-Futūḥ

と
ド
ゥ
ー
ナ
ー
スD

ūnās

に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
が
︑
こ
の
征
服
に
よ
っ
て
二
人
も
廃
さ
れ
た
（
（2
（

︒
こ
の
戦
い
の
の
ち
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
同

地
の
改
造
を
行
い
︑
そ
れ
ま
で
別
々
に
存
在
し
た
カ
ラ
ウ
ィ
ー
イ
ー
ン
地
区
と
ア
ン
ダ
ル
ス
地
区
が
統
合
さ
れ
た
ほ
か
︑
モ
ス
ク
や
ハ
ン
マ
ー
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ム
︑
隊
商
宿
や
製
粉
所
も
増
設
さ
れ
︑
ス
ー
ク
の
改
修
も
行
わ
れ
た
（
（2
（

︒

　

同
じ
く
一
〇
七
五
年
に
は
︑
従
兄
弟
の
マ
ズ
ダ
リ
ー
が
︑
今
度
は
ト
レ
ム
セ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
︒
ト
レ
ム
セ
ン
は
ザ
ナ
ー
タ
族
の
ア
ッ
バ
ー

ス
・
ブ
ン
・
ヤ
フ
ヤ
ーal-‘A

bbās b. Yaḥyā al-Zanātī

が
支
配
し
て
い
た
が
︑
ユ
ー
ス
フ
の
書
簡
が
届
け
ら
れ
る
と
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ブ
ン
・
ヤ

フ
ヤ
ー
は
退
い
た
た
め
︑
マ
ズ
ダ
リ
ー
は
平
和
理
に
ト
レ
ム
セ
ン
に
入
っ
た
︒
マ
ズ
ダ
リ
ー
は
息
子
ヤ
フ
ヤ
ー
を
同
地
に
残
し
て
ア
ッ
バ
ー

ス
・
ブ
ン
・
ヤ
フ
ヤ
ー
と
共
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
戻
り
︑
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ブ
ン
・
ヤ
フ
ヤ
ー
は
ユ
ー
ス
フ
の
厚
遇
を
受
け
て
ト
レ
ム
セ
ン
に
帰
っ

て
い
る
（
（2
（

︒
ま
た
︑
一
〇
七
六
・
七
年
に
は
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
と
タ
ザ
の
支
配
者
ア
ブ
ー
・
ヤ
ア
ラ
ーA

bū Ya‘lā

と

の
間
に
激
し
い
戦
い
が
行
わ
れ
た
︒
た
だ
し
︑
こ
こ
で
は
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
敗
退
し
て
い
る
（
（2
（

︒

　

マ
グ
リ
ブ
の
北
西
部
の
征
服
に
関
し
て
は
︑
一
〇
七
七
・
八
年
に
セ
ウ
タ
と
タ
ン
ジ
ェ
の
戦
い
の
た
め
に
サ
ー
リ
フ
・
ブ
ン
・
イ
ム
ラ
ー
ン

Ṣāliḥ b. ‘Im
rān

指
揮
の
も
と
大
軍
が
派
遣
さ
れ
た
︒
タ
ン
ジ
ェ
は
当
時
︑
宰
相
（ḥājib

（
の
ス
ク
ー
ト
・
ア
ル
バ
ル
ガ
ワ
ー
テ
ィ
ーSukūt 

al-B
arghaw

āṭī

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
が
︑
こ
の
戦
い
に
よ
っ
て
ス
ク
ー
ト
は
殺
さ
れ
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
軍
が
タ
ン
ジ
ェ
に
入
っ
た
︒
セ
ウ

タ
に
は
︑
ス
ク
ー
ト
の
息
子
デ
ィ
ヤ
ー
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラḌ

iyā’ al-D
aw

la Yaḥyā b. Sukūt

が
残
っ
た
（
（3
（

︒
セ
ウ
タ
の
征
服
は
タ
ン
ジ
ェ
征
服
か
ら

少
し
経
て
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
側
に
ト
レ
ー
ド
が
陥
落
す
る
二
年
前
の
一
〇
八
三
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（3
（

︒

　

こ
う
し
た
マ
グ
リ
ブ
各
地
の
征
服
と
と
も
に
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
行
政
制
度
を
整
え
て
い
っ
た
︒
一
〇
七
一
・
二

年
に
ダ
ー
ル
・
ア
ッ
シ
ッ
カ
（
造
幣
所
（
を
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
建
設
し
︑
貨
幣
を
発
行
し
て
い
る
（
（3
（

︒
一
〇
七
四
・
五
年
に
は
マ
グ
リ
ブ
地
域
を
四

分
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
総
督
（w

ālī

（
を
任
命
し
た
（
（3
（

︒
ま
た
︑
ト
レ
ム
セ
ン
征
服
後
の
一
〇
七
七･

八
年
に
軍
を
再
編
し
︑
支
配
下
の
地
域
に
服

従
を
確
認
し
て
い
る
（
（3
（

︒
こ
れ
ら
は
マ
グ
リ
ブ
北
部
の
主
要
都
市
の
征
服
後
︑
広
大
な
領
土
の
行
政
制
度
を
整
え
︑
各
地
の
状
況
を
見
直
す
必
要

が
生
じ
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
こ
ろ
に
は
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
と
い
う
名
称
は
︑
主
に
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
部
族
か
ら
成
る
軍
事
集
団
と
し
て

の
意
味
合
い
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
司
法
行
政
に
つ
い
て
は
後
節
で
改
め
て
検
討
す
る
が
︑
各
地
の
征
服
直
後
よ
り
カ
ー
デ
ィ
ー
の
任

免
が
確
認
さ
れ
︑
政
治
・
軍
事
行
政
と
同
様
に
初
期
か
ら
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
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（
二
）
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー

　

ベ
ル
ベ
ル
の
政
治
権
力
と
ウ
ラ
マ
ー
の
関
係
を
検
討
す
る
前
に
︑﹁
一
般
的
な
﹂
ウ
ラ
マ
ー
の
学
問
状
況
や
活
動
を
概
観
し
て
お
き
た
い
︒

本
節
で
は
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期
（
位
一
〇
六
一
│
一
一
〇
六
年
（
の
前
後
の
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
の
活
動
と

役
割
を
検
討
す
る
た
め
︑
ウ
ラ
マ
ー
の
没
年
が
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
四
五
五
│
五
〇
五
年
（
西
暦
一
〇
六
三
│
一
一
一
二
年
（
で
あ
る
者
と
︑
こ
れ
以

外
で
明
か
ら
に
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
者
を
抽
出
し
た
︒
以
上
の
よ
う
な
条
件
で
︑
独

立
の
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
た
者
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
︑
三
六
名
が
確
認
で
き
た
（
表
一
（
（3
（

（︒
な
お
︑Tartīb

に
お
い
て
︑
全
世
代
（
学
祖
マ
ー

リ
ク
の
時
代
か
ら
イ
ヤ
ー
ド
の
時
代
の
一
二
世
紀
前
半
（︑
全
て
の
伝
記
記
事
を
分
類
す
る
と
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身
者
は
七
〇
名
程
度
で
あ
る
︒

他
方
で
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
者
は
八
〇
〇
人
弱
と
マ
グ
リ
ブ
の
一
〇
倍
以
上
︑
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
出
身
者
は
三
五
〇
人
強
で
五
倍
の
ウ
ラ
マ
ー
が

採
録
さ
れ
て
い
る
︒
マ
グ
リ
ブ
出
身
者
の
数
は
他
の
地
域
出
身
者
と
比
べ
れ
ば
多
く
は
な
い
が
︑
具
体
的
な
ウ
ラ
マ
ー
の
情
報
は
非
常
に
貴
重

で
あ
る
（
（3
（

︒
伝
記
集
に
お
け
る
情
報
に
関
し
て
は
︑
谷
口
淳
一
が
①
名
前
②
生
没
情
報
③
学
問
分
野
・
人
物
評
価
④
学
歴
・
師
弟
関
係
⑤
職
歴
⑥

著
作
一
覧
と
し
て
い
る
（
（3
（

︒
本
稿
で
扱
う
伝
記
記
事
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
分
類
が
可
能
で
あ
り
︑
表
一
で
は
各
ウ
ラ
マ
ー
の
記
事
を
①
名
前

②
没
年
③
出
身
④
役
職
⑤
師
の
数
⑥
弟
子
の
数
⑦
修
得
し
た
学
問
⑧
旅
（
マ
グ
リ
ブ
以
外
の
滞
在
（
⑨
逸
話
・
支
配
者
と
の
関
係
⑩
史
料
（
出

典
（
に
分
類
し
た
︒
以
下
で
各
項
目
に
つ
い
て
み
て
み
る
︒

　

ま
ず
︑
ウ
ラ
マ
ー
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
︑
六
四
％
を
セ
ウ
タ
が
占
め
る
（
二
三
人
（︒
こ
れ
は
︑Tartīb

の
作
者
イ
ヤ
ー
ド
の
出
身
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
同
地
へ
の
関
心
が
高
く
︑
記
述
も
詳
細
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
︒
他
方
で
︑
ウ
ラ
マ
ー
輩
出
地
と
し
て
の

セ
ウ
タ
の
学
問
水
準
の
高
さ
も
示
し
て
い
る
と
い
え
る
︒
出
身
地
と
し
て
次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
︑
フ
ェ
ス
で
あ
る
（
五
人
︑
一
四
％
（︒
既

知
の
通
り
︑
フ
ェ
ス
は
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
最
初
の
王
朝
で
あ
る
イ
ド
リ
ー
ス
朝
の
都
と
し
て
︑
七
八
九
年
に
建
設
さ
れ
︑
学
問
︑
文
化
お
よ

び
商
工
業
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し
た
︒
こ
の
他
に
︑
タ
ン
ジ
ェ
︑
サ
レ
︑
ウ
ジ
ュ
ダ
と
い
っ
た
都
市
と
︑
部
族
名
か
ら
マ
グ
リ
ブ
出
身
者
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と
判
断
で
き
る
者
が
残
り
の
二
二
％
と
な
る
︒
な
お
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
時
代
よ
り
後
は
︑
シ
ジ
ル
マ
ー
サ
や
ダ
ル
ア
地
方
な
ど
の

マ
グ
リ
ブ
南
部
︑
サ
ハ
ラ
地
域
と
い
っ
た
ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
揺
籃
の
地
を
出
身
と
す
る
ウ
ラ
マ
ー
は
見
あ
た
ら
な
い
︒
こ
れ
ら
の
地
域
の
ウ
ラ

マ
ー
に
つ
い
て
は
︑
伝
記
集
の
独
立
し
た
項
目
で
な
く
他
の
ウ
ラ
マ
ー
の
師
弟
関
係
の
中
で
わ
ず
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
詳
細
は
殆
ど

不
明
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
地
域
は
マ
ー
リ
ク
派
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
統
合
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
（3
（

︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
ウ
ラ

マ
ー
の
出
身
地
は
マ
グ
リ
ブ
の
中
部
か
ら
北
部
の
当
時
を
代
表
す
る
都
市
に
集
中
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
伝
記
集
で
は
︑
都
市
名
家
の
出
身
者
が

記
録
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
（
（3
（

︑
本
稿
で
抽
出
し
た
マ
グ
リ
ブ
出
身
者
に
関
し
て
も
︑
学
問
だ
け
で
な
く
政
治
的
︑
社
会
的
に
も
著
名
な
家

系
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
度
々
記
さ
れ
る
︒
例
え
ば
︑
タ
ン
ジ
ェ
と
セ
ウ
タ
で
影
響
力
を
持
っ
た
マ
ル
ワ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ

ク
の
家
系
は
一
大
家
系
を
形
成
し
て
お
り
︑
マ
ル
ワ
ー
ン
と
そ
の
息
子
四
名
︑
甥
と
甥
の
息
子
の
計
八
名
が
各
地
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
歴
任
し
た

（
表
一
︑no.22, 36

︑
以
下
同
（︒

　

ウ
ラ
マ
ー
の
学
問
修
得
に
関
し
て
は
︑
法
学
が
最
も
多
く
の
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
っ
て
学
ば
れ
た
（
六
七
％
︑
二
四
人
（︒
続
い
て
︑
ハ
デ
ィ
ー

ス
学
が
半
数
で
（
五
〇
％
︑
一
八
人
（︑
ク
ル
ア
ー
ン
諸
学
が
続
く
（
読
誦
学
含
む
︑
二
二
％
︑
八
人
（︒
こ
れ
ら
は
ウ
ラ
マ
ー
に
と
っ
て
は
基

本
的
な
学
問
と
い
え
︑
伝
記
集
に
現
れ
た
記
述
は
特
記
事
項
と
し
て
記
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
が
︑
そ
の
他
の
学
問
へ
の
言
及
は
あ
ま
り
な

く
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身
者
に
と
っ
て
は
こ
れ
ら
が
中
心
的
な
学
問
で
あ
っ
た
の
も
確
か
で
あ
る
（
（4
（

︒
加
え
て
︑
こ
の
時
代
は
マ
グ
リ
ブ
に
お
け
る

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
興
隆
の
時
代
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
マ
グ
リ
ブ
の
初
期
の
ス
ー
フ
ィ
ー
に
お
い
て
最
も
重
要
な
者
は
法
学
者
で
あ
る
と

さ
れ
（
（4
（

︑
表
一
か
ら
も
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
り
つ
つ
︑
ス
ー
フ
ィ
ー
（no.29
（
や
聖
者
（ṣāliḥ, w

alī

（（no.31, 33

（
と
記
さ
れ
る
者
が
み
ら
れ
る
︒

　

師
弟
関
係
で
は
︑
師
の
数
は
平
均
し
て
二
・
六
人
︑
弟
子
の
数
は
半
分
の
一
・
二
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
と
関
係
し
て
︑
他
地
域
へ

の
学
問
の
旅
（riḥla

（
は
七
五
％
の
者
（
二
七
人
（
が
行
っ
て
お
り
︑
知
識
を
求
め
て
移
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
半
数
の

一
八
人
が
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
渡
っ
て
お
り
︑
同
地
と
の
距
離
や
関
係
の
近
さ
を
示
す
と
と
も
に
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
の
学
問
の
先
進
性
を
示
す
︒

　

こ
れ
ら
の
ウ
ラ
マ
ー
の
活
動
場
所
は
︑
モ
ス
ク
周
辺
や
自
宅
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
彼
ら
は
︑
マ
ジ
ュ
リ
ス
（m

ajlis

集
会
（
や
車
座
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（ḥalqa

（
を
開
催
し
︑
そ
こ
で
教
授
や
学
習
を
行
っ
た
（
（4
（

︒
例
え
ば
︑
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
（no.35

（

は
︑
自
身
の
家
で
フ
ァ
ト
ワ
ー
（
法
的
見
解
（
の
発
行
と
教
授
を
行
っ
て
い
た
︒
ま
た
︑
裁
判
を
職
務
と
す
る
カ
ー
デ
ィ
ー
も
モ
ス
ク
で
業
務

を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
ウ
ラ
マ
ー
が
生
活
に
か
か
る
費
用
を
ど
の
よ
う
に
ま
か
な
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

が
多
い
も
の
の
︑
後
代
の
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は
ク
ル
ア
ー
ン
の
教
授
に
際
し
︑
謝
礼
（ujra

（
も
贈
り
物
（hadīya

（
も
受
け
取
ら
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
美
徳
と
し
て
書
か
れ
る
者
も
お
り
︑
こ
う
し
た
講
義
等
で
生
活
費
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
み
ら
れ
る
（
（4
（

︒

（
三
）
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
初
期
の
司
法
行
政

　

ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
君
主
は
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
︑
彼
ら
を
司
法
行
政
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
︒

な
か
で
も
ア
ン
ダ
ル
ス
の
法
学
者
の
多
く
が
司
法
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
︒
エ
ル
フ
ー
ル El H

our

は
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
期
の
ア
ン
ダ
ル
ス
の
司
法
行
政
従
事
者
に
つ
い
て
︑
カ
ー
デ
ィ
ー
や
ム
フ
テ
ィ
ー
（
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
出
す
法
学
者
（︑
ム

シ
ャ
ー
ワ
ル
（m

ushāw
ar

カ
ー
デ
ィ
ー
の
シ
ュ
ー
ラ
ー
で
諮
問
さ
れ
る
法
律
顧
問
（︑
サ
ー
ヒ
ブ
・
ア
ル
ア
フ
カ
ー
ム
（ṣāḥib al-aḥkām

次

席
裁
判
官
（
ら
を
示
し
た
︒
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
期
の
ア
ン
ダ
ル
ス
の
司
法
行
政
は
︑
既
存
の
制
度
を
踏
襲
し
つ
つ
︑
行
政
職
の
名
称
の
変
化
や
改

革
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
（
（4
（

︒

　

ア
ン
ダ
ル
ス
征
服
に
先
立
つ
マ
グ
リ
ブ
に
お
い
て
も
︑
カ
ー
デ
ィ
ー
︑
ム
フ
テ
ィ
ー
︑
ア
フ
カ
ー
ム
︑
ま
た
説
教
師
や
礼
拝
の
導
師
と
い
っ

た
職
が
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
征
服
以
前
に
存
在
し
た
︒
王
朝
は
こ
う
し
た
職
を
継
承
す
る
と
と
も
に
︑
広
範
な
地
域
を
支
配
し
た
こ
と
で
︑
初
期
か

ら
司
法
行
政
を
整
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
な
か
で
も
多
く
の
者
が
カ
ー
デ
ィ
ー
に
就
い
た
こ
と
が
わ
か
り
︑
三
九
％
（
一
四
人
（
が
数

え
ら
れ
る
︒
カ
ー
デ
ィ
ー
の
就
任
地
と
し
て
は
︑
マ
グ
リ
ブ
で
マ
ラ
ケ
シ
ュ
︑
メ
ク
ネ
ス
︑
セ
ウ
タ
︑
フ
ェ
ス
︑
タ
ン
ジ
ェ
︑
サ
レ
が
挙
げ
ら

れ
る
︒
マ
グ
リ
ブ
出
身
者
は
ア
ン
ダ
ル
ス
の
カ
ー
デ
ィ
ー
へ
も
就
任
し
て
お
り
︑
ア
ル
ヘ
シ
ー
ラ
ス
︑
バ
レ
ン
シ
ア
︑
グ
ラ
ナ
ダ
が
挙
げ
ら

れ
︑
注
目
に
値
す
る
（
（4
（

︒
ま
た
︑
セ
ウ
タ
に
つ
い
て
は
︑
カ
ー
デ
ィ
ー
に
関
し
て
も
情
報
が
多
く
︑
バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
に
よ
る
支
配
の
時
代
か
ら
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ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
後
期
ま
で
歴
代
の
就
任
者
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
二
（︒
な
お
︑
都
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
は
ハ
ド
ラ
（Ḥ

aḍra
御
前
（
も
し
く
は
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ル
ジ
ャ
マ
ー
ア
（
大
カ
ー
デ
ィ
ー
（
と
よ
ば
れ
た
︒
他
方
で
︑
マ
ラ
ケ
シ
ュ
や
ア
グ
マ
ー
ト
以
南
の
マ
グ

リ
ブ
南
部
か
ら
サ
ハ
ラ
地
域
に
か
け
て
の
都
市
や
地
域
へ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
就
任
は
不
明
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
支
配
者
の

故
地
か
ら
ウ
ラ
マ
ー
が
輩
出
し
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
︑
行
政
上
の
位
置
づ
け
と
し
て
も
カ
ー
デ
ィ
ー
が
就
任
す
る
よ
う
な
都
市
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
ホ
プ
キ
ン
スH

opkins

は
ア
ン
ダ
ル
ス
式
の
司
法
行
政
制
度
は
︑
セ
ウ
タ
︑
タ
ン
ジ
ェ
︑
フ
ェ
ス
を
除
い
て
ア

フ
リ
カ
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
（
（4
（

︑
マ
グ
リ
ブ
地
域
の
司
法
行
政
に
お
け
る
南
北
の
差
を
示
唆
し
て
い
る
が
︑
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ

た
マ
ブ
リ
ブ
出
身
者
の
カ
ー
デ
ィ
ー
就
任
地
の
分
布
も
︑
マ
ラ
ケ
シ
ュ
を
除
き
同
様
の
傾
向
を
示
す
（
地
図
参
照
（︒

　

カ
ー
デ
ィ
ー
の
就
任
者
は
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
征
服
以
前
の
カ
ー
デ
ィ
ー
の
再
任
や
︑
複
数
都
市
へ
の
歴
任
︑
同
一
都
市
へ
の
再
任
と
い
っ

た
︑
経
験
者
を
重
用
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
︑
君
主
が
人
選
に
介
入
し
た
り
︑
自
ら
で
決
定
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
見

え
る
も
の
も
あ
る
︒
例
え
ば
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
が
セ
ウ
タ
を
征
服
し
た
際
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
マ
ル
ワ
ー
ン
・
ブ

ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
（no.22

（
に
対
し
て
︑
同
地
へ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
就
任
を
打
診
し
た
︒
マ
ル
ワ
ー
ン
は
こ
れ
を
拒
否
し
︑
代
わ
り

に
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
ム
ハ
ン
マ
ド
が
バ
ル
ガ

ワ
ー
タ
族
の
も
と
で
カ
ー
デ
ィ
ー
だ
っ
た
た
め
こ
れ
を
良
し
と
し
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
（no.23

（
も
︑
ザ
ナ
ー

タ
族
の
支
配
下
で
フ
ェ
ス
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
て
い
た
が
︑
フ
ェ
ス
征
服
後
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
に
よ
っ
て
メ
ク
ネ

ス
の
カ
ー
デ
ィ
ー
に
任
命
さ
れ
た
︒
な
お
︑
先
ほ
ど
の
マ
ル
ワ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
の
よ
う
に
︑
人
選
に
関
し
て
は
影
響
力

の
あ
る
ウ
ラ
マ
ー
（
も
し
く
は
カ
ー
デ
ィ
ー
（
が
適
任
者
を
推
薦
す
る
場
合
も
あ
っ
た
︒
こ
れ
は
︑
サ
ハ
ラ
出
身
の
君
主
に
と
っ
て
︑
マ
グ
リ

ブ
以
北
は
縁
故
の
な
い
土
地
で
あ
り
︑
在
地
の
有
力
ウ
ラ
マ
ー
に
人
選
を
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
ウ
ラ
マ
ー
は
自

ら
の
出
身
地
の
カ
ー
デ
ィ
ー
職
に
就
く
こ
と
が
多
く
︑
一
四
人
中
一
〇
人
は
そ
の
傾
向
を
示
し
た
︒
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
征
服
以
前
の
支
配
者
の
も

と
で
地
位
の
あ
っ
た
者
の
登
用
や
経
験
者
が
複
数
回
も
し
く
は
複
数
地
域
に
重
用
さ
れ
る
傾
向
か
ら
も
︑
マ
グ
リ
ブ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
は
人
材
自
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体
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
︑
在
地
勢
力
を
承
認
す
る
形
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒
た
だ
し
︑
在
地
勢
力
を
承
認
す
る
こ
と
で
︑
そ
の
勢
力
を
自
ら

の
権
力
下
に
取
り
込
ん
で
い
た
と
も
い
え
る
（
（4
（

︒

　

カ
ー
デ
ィ
ー
以
外
の
司
法
行
政
職
と
し
て
は
︑
ム
フ
テ
ィ
ー
︑
シ
ュ
ー
ラ
ー
で
諮
問
さ
れ
る
者
︑
ア
フ
カ
ー
ム
が
あ
る
︒
シ
ュ
ー
ラ
ー
は
諮

問
会
議
の
意
味
で
︑
各
都
市
と
君
主
の
も
と
に
あ
り
︑
成
員
は
そ
こ
で
諮
問
さ
れ
意
見
を
述
べ
た
︒
マ
グ
リ
ブ
の
ア
フ
カ
ー
ム
に
つ
い
て
具
体

的
な
職
掌
は
不
明
だ
が
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
の
サ
ー
ヒ
ブ
・
ア
ル
ア
フ
カ
ー
ム
と
同
様
に
︑
カ
ー
デ
ィ
ー
の
判
決
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
か
監
督
し
た

と
考
え
ら
れ
る
︒
な
お
︑
ウ
ラ
マ
ー
が
関
わ
る
他
の
行
政
職
に
つ
い
て
︑
書
記
（kātib

（
は
文
書
行
政
を
司
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
︑

ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期
︑
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
期
と
も
に
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
者
の
み
が
知
ら
れ
る
（
（4
（

︒
他
に
ウ
ラ

マ
ー
が
従
事
す
る
職
務
と
し
て
は
︑
説
教
師
︑
モ
ス
ク
に
お
け
る
導
師
︑
教
授( m

udarris)

な
ど
が
あ
っ
た
︒
な
お
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・

タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
の
事
績
に
関
し
て
は
︑
ウ
ラ
マ
ー
を
好
み
︑
意
見
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
加
え
︑
法
学
者
︑
ウ
ラ
マ
ー
︑
聖
者

（ṣāliḥ

（
に
名
誉
を
授
け
︑
国
庫
（bayt al-m

āl
（
か
ら
生
活
の
糧
（rizq

（
与
え
た
と
す
る
史
料
も
あ
る
︒
ま
た
︑
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
期
に
年
代

記
を
著
し
た
マ
ッ
ラ
ー
ク
シ
ー‘A

bd al-W
āḥid al-M

arrākushī

（
一
二
二
四
年
頃
執
筆
（
は
︑
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
の
事
績
を
記
述

し
︑
君
主
に
よ
る
法
学
者
重
用
の
結
果
︑
彼
ら
（
法
学
者
（
の
財
（m

āl

（
が
増
え
︑
利
益
（m

ukāsib

（
が
拡
が
っ
た
と
伝
え
る
︒
こ
れ
ら
の

利
益
を
享
受
し
た
者
が
︑
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
司
法
行
政
に
携
わ
っ
た
の
か
︑
俸
給
の
額
や
俸
給
を
得
る
機
会
な
ど
の
詳
細
も
不
明
だ
が
︑

業
務
を
通
じ
て
俸
給
を
得
て
い
た
可
能
性
が
高
い
（
（4
（

︒

（
四
）
君
主
と
ウ
ラ
マ
ー
の
関
係

　

ウ
ラ
マ
ー
と
君
主
と
の
関
係
が
最
も
多
く
記
述
さ
れ
る
の
は
裁
判
官
で
あ
る
カ
ー
デ
ィ
ー
の
任
免
だ
が
︑
そ
れ
以
外
に
も
ウ
ラ
マ
ー
は
君
主

と
の
関
わ
り
を
も
っ
た
︒
ま
ず
︑
君
主
が
諮
問
を
行
う
︑
も
し
く
は
ウ
ラ
マ
ー
が
助
言
を
行
う
と
い
う
関
係
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト

軍
は
一
〇
九
〇
年
以
降
︑
ム
ス
リ
ム
治
下
の
ア
ン
ダ
ル
ス
の
征
服
を
行
っ
た
（
（5
（

︒
そ
の
際
︑
ユ
ー
ス
フ
は
フ
ェ
ス
出
身
の
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
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イ
ー
サ
ー
（no.23

（
と
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
出
身
の
イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
ンM

uḥam
m

ad b. Sa‘dūn al-Q
araw

ī

の
助
言
に
従
い
︑
ア
ン
ダ
ル
ス

の
諸
王
を
廃
位
し
た
り
︑
留
任
さ
せ
た
と
い
う
（
（5
（

︒
実
際
に
︑
グ
ラ
ナ
ダ
︑
セ
ビ
ー
リ
ャ
︑
コ
ル
ド
バ
と
い
っ
た
ア
ン
ダ
ル
ス
の
主
要
地
域
を
支

配
し
て
い
た
王
が
次
々
に
廃
位
さ
れ
︑
グ
ラ
ナ
ダ
王
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ‘A

bd A
llāh b. B

ūluggīn al-Zīrī

︑
セ
ビ
ー
リ
ャ
王
ム
ウ
タ
ミ
ド

al-M
u‘tam

id, M
uḥam

m
ad b. ‘A

bbād

は
ア
グ
マ
ー
ト
へ
︑
グ
ラ
ナ
ダ
王
の
兄
弟
で
マ
ラ
ガ
王
タ
ミ
ー
ムTam

īm
 b. B

ūluggīn al-Zīrī

は
ス
ー

ス
地
方
に
送
ら
れ
た
︒
こ
の
他
︑
マ
ル
ワ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
（no.22

（
に
つ
い
て
は
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
と
マ
グ
リ
ブ
の
諸

事
は
全
て
彼
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
が
そ
の
大
事
に
つ
い
て
彼
に
委
任
し
た
と
い
う
︒
ま
た
︑

ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
マ
グ
リ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
ス
の
支
配
に
対
し
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
の
承
認
を
求
め
た
が
︑
セ
ウ
タ

出
身
の
ア
テ
ィ
ー
ク
・
ブ
ン
・
イ
ム
ラ
ー
ン
（no.19

（
は
東
方
に
赴
い
た
際
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
︑
ム
ク
タ
デ
ィ
ー
（
位
一
〇
七
五
│
九

四
（
の
ユ
ー
ス
フ
へ
の
書
簡
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
（
（5
（

︒
君
主
に
助
言
や
献
策
を
行
う
者
と
し
て
は
︑
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
者

が
言
及
さ
れ
て
き
た
が
︑
マ
グ
リ
ブ
側
に
も
同
様
の
者
が
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
︒

　

君
主
と
ウ
ラ
マ
ー
の
関
係
で
は
︑
従
軍
す
る
ウ
ラ
マ
ー
の
存
在
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ウ
ラ
マ
ー
の
従
軍
は
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
以
前
で
も

確
認
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
が
︑
他
方
で
ジ
ハ
ー
ド
を
旗
印
の
一
つ
と
し
て
い
た
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
と
っ
て
は
重
要
な
存
在
だ
っ
た
に
違
い
な

い
︒
従
軍
の
例
と
し
て
は
︑
一
〇
八
六
年
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
が
自
ら
軍
を
率
い
て
ア
ン
ダ
ル
ス
に
渡
り
︑
イ
ベ
リ
ア

半
島
北
方
の
キ
リ
ス
ト
教
国
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
＝
レ
オ
ン
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
六
世
（
レ
オ
ン
王
位
一
〇
六
五
│
一
一
〇
九
年
︑
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ャ
王
位
一
〇
七
二
│
一
一
〇
九
年
（
軍
を
バ
ダ
ホ
ス
近
郊
で
撃
破
し
た
ザ
ッ
ラ
ー
カ
の
戦
い
が
あ
る
︒
こ
の
戦
い
に
は
︑
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ

リ
ク
・
ア
ル
マ
ス
ム
ー
デ
ィ
ー
や
ヤ
ア
ラ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ル
マ
ス
ム
ー
デ
ィ
ー
が
従
軍
し
殉
教
し
た
（no.14, 15

（︒（
（5
（

他
に
も
︑
ユ
ー
ス
フ
・

ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
（no.23

（
が
ユ
ー
ス
フ
と
共
に
ア
ン
ダ
ル
ス
に
遠
征
を
行
っ
て
お
り
︑
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ブ
ン
・
ア
リ
ー
は
グ
ラ

ナ
ダ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
在
任
中
に
︑
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
が
親
征
を
行
っ
た
タ
ラ
ベ
ー
ラ
の
戦
い
に
従
軍
し
た
（no.36

（︒
こ
れ
ら
は
皆

カ
ー
デ
ィ
ー
経
験
者
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
ウ
ラ
マ
ー
の
従
軍
は
王
朝
の
戦
い
を
正
当
化
し
︑
他
の
ウ
ラ
マ
ー
や
一
般
の
人
び
と
に
も
周
知
さ
せ
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る
の
に
一
役
買
っ
て
い
た
と
い
え
る
︒

　

以
上
の
よ
う
な
政
治
権
力
と
ウ
ラ
マ
ー
の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
一
方
で
︑
権
力
か
ら
距
離
を
お
こ
う
と
す
る
ウ
ラ
マ
ー
の
姿
も
確
認
で
き

る
︒
上
述
の
マ
ル
ワ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
は
︑
セ
ウ
タ
が
征
服
さ
れ
た
際
に
カ
ー
デ
ィ
ー
就
任
を
求
め
ら
れ
た
が
︑
本
人
は

こ
れ
を
拒
否
し
︑
二
度
に
わ
た
っ
て
別
の
者
を
カ
ー
デ
ィ
ー
に
就
け
る
よ
う
に
ユ
ー
ス
フ
に
助
言
し
て
い
る
︒
彼
は
︑
最
終
的
に
タ
ン
ジ
ェ
の

カ
ー
デ
ィ
ー
に
就
任
し
た
だ
け
で
な
く
ユ
ー
ス
フ
か
ら
諸
事
を
委
任
さ
れ
た
︒
し
か
し
︑
理
由
は
不
明
な
が
ら
︑
当
初
は
権
力
と
距
離
を
と
っ

て
い
た
と
い
え
る
︒
な
お
︑
私
市
正
年
は
︑
王
朝
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
マ
ー
リ
ク
派
法
学
は
︑
こ
の
時
代
︑
従
来
の
法
解
釈
（
タ
ク
リ
ー

ド
（
に
従
い
学
問
的
研
究
か
ら
遅
れ
た
こ
と
に
対
し
て
︑
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
神
学
や
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
修
め
た
学
者
が
こ
う
し
た
風
潮
を
批
判

し
︑
と
く
に
フ
ェ
ス
に
お
い
て
こ
の
様
な
動
き
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
（5
（

︒
し
か
し
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期
は
ス
ー

フ
ィ
ー
の
反
体
制
的
な
活
動
は
明
ら
か
で
な
い
︒
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
権
力
と
ス
ー
フ
ィ
ー
と
の
関
係
が
顕
在
化
す
る
の
は
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ユ
ー

ス
フ
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

　

ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
君
主
と
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
の
直
接
的
な
関
係
は
︑
カ
ー
デ
ィ
ー
の
任
免
︑
相
談
と
諮
問
︑
従
軍
な
ど
に
現
れ
る
︒

こ
う
し
た
関
係
は
︑
従
来
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
の
法
学
者
と
の
関
係
で
議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン

と
ア
ン
ダ
ル
ス
の
法
学
者
と
の
関
係
が
築
か
れ
る
前
か
ら
︑
そ
れ
も
マ
グ
リ
ブ
征
服
直
後
か
ら
同
地
の
出
身
者
と
も
同
様
の
関
係
が
見
い
だ
せ

る
︒
そ
れ
で
は
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
は
何
故
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
権
力
に
与
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒
宗
教
指
導
者
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー

ス
ィ
ー
ン
へ
は
︑
そ
の
教
え
に
対
し
法
学
者
が
集
っ
た
が
︑
ベ
ル
ベ
ル
の
君
主
で
あ
る
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
を
マ
グ
リ
ブ

の
ウ
ラ
マ
ー
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
明
確
な
記
述
は
な
い
︒
た
だ
し
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
で
王
朝
が
人
々
か
ら
受
け
入
れ

ら
れ
た
の
は
︑
そ
の
軍
事
力
と
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
な
い
税
を
廃
止
し
た
か
ら
で
あ
り
︑
税
に
関
し
て
は
ア
ン
ダ
ル
ス
に
先
立
ち
マ
グ
リ
ブ
で
も

同
様
の
政
策
を
行
っ
て
い
た
（
（5
（

︒
ま
た
︑
王
朝
は
マ
グ
リ
ブ
の
在
地
勢
力
を
承
認
し
︑
ウ
ラ
マ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
こ
と
か
ら
︑
マ
グ
リ
ブ

出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
も
こ
う
し
た
王
朝
の
支
配
を
基
本
的
に
は
受
け
入
れ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
︒
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（
五
）
他
地
域
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
と
の
関
係

　

ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
ア
ン
ダ
ル
ス
の
征
服
に
際
し
︑
同
地
や
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
と
も
関
係
を
も
っ

た
︒
こ
こ
で
は
︑
イ
ブ
ン
・
サ
フ
ル
と
イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
ン
を
例
に
︑
君
主
と
他
地
域
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
と
の
関
係
を
み
て
み
た
い
︒

　

イ
ブ
ン
・
サ
フ
ル‘Īsā b. Sahl al-A

sdī

（
一
〇
九
三
年
没
（
（5
（

（
は
︑
グ
ラ
ナ
ダ
近
郊
の
ハ
エ
ン
に
生
ま
れ
︑
法
規
定
に
関
す
る
著
作
﹃
大
法
規

al-Aḥkām
 al-kubrā

﹄
で
知
ら
れ
る
︑
当
時
を
代
表
す
る
ウ
ラ
マ
ー
の
一
人
で
あ
る
︒
他
方
で
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
が
ア
ン
ダ
ル
ス
を
征
服
す
る

以
前
か
ら
親
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
（5
（

︒
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
︑
法
学
︑
ク
ル
ア
ー
ン
を
コ
ル
ド
バ
︑
ハ
エ

ン
︑
グ
ラ
ナ
ダ
︑
ト
レ
ー
ド
で
学
び
︑
学
問
を
修
め
た
後
は
︑
コ
ル
ド
バ
の
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
成
員
や
同
地
の
支
配
者
（ḥākim

（
イ
ブ
ン
・

ジ
ャ
リ
ー
スIbn Jarīs

の
書
記
と
し
て
活
動
し
た
︒
そ
の
後
︑
理
由
は
不
明
だ
が
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
征
服
前
の
セ
ウ
タ
に
渡
り
︑
バ
ル
ガ
ワ
ー
タ

族
の
支
配
者
の
も
と
で
名
声
を
得
︑
法
学
や
ク
ル
ア
ー
ン
の
教
授
を
行
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
マ
グ
リ
ブ
の
タ
ン
ジ
ェ
と
メ
ク
ネ
ス
の
カ
ー
デ
ィ
ー

に
任
命
さ
れ
た
︒
そ
の
後
グ
ラ
ナ
ダ
に
戻
り
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
よ
る
征
服
の
前
後
二
回
同
地
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
た
︒
グ
ラ
ナ
ダ
王
ア
ブ

ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
と
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
君
主
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
双
方
と
直
接
的
な
関
係
を
も
ち
︑
最
期
は
グ
ラ
ナ
ダ
で

迎
え
た
︒

　

彼
の
師
弟
関
係
は
よ
り
一
層
興
味
深
い
︒
師
に
つ
い
て
は
︑
十
二
人
が
数
え
ら
れ
︑
う
ち
十
一
人
に
つ
い
て
伝
記
が
明
ら
か
と
な
る
︒
い
ず

れ
も
当
時
の
著
名
な
ウ
ラ
マ
ー
と
見
な
せ
る
が
︑
特
に
︑
コ
ル
ド
バ
の
偉
大
な
ム
フ
テ
ィ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
タ
ー
ブ

M
uḥam

m
ad b. ‘A

ttāb

（
一
〇
六
九
年
没
（
（5
（

（
や
︑
グ
ラ
ナ
ダ
の
名
家
ク
ラ
イ
イ
ー
家
出
身
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ク
ラ
イ
イ
ーIbn al-Q

ulay ‘ī,     

A
bū Zakarīyā’ Yaḥyā b. M

uḥam
m

ad al-G
hassānī

（
一
〇
五
〇
年
没
（
（5
（

（
ら
は
注
目
に
値
す
る
︒
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
タ
ー
ブ
は
高
名
で
あ
っ
た

が
（
（6
（

︑
支
配
者
と
の
関
わ
り
を
避
け
︑
コ
ル
ド
バ
で
カ
ー
デ
ィ
ー
就
任
を
求
め
ら
れ
た
が
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ク
ラ

イ
イ
ー
も
当
時
の
グ
ラ
ナ
ダ
に
お
け
る
名
士
の
一
人
で
あ
っ
た
︒
こ
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ク
ラ
イ
イ
ー
（
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
（
と



19　　ベルベルの政治権力とマグリブ出身のウラマー

グ
ラ
ナ
ダ
王
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
の
も
と
で
カ
ー
デ
ィ
ー
お
よ
び
ワ
ズ
ィ
ー
ル
（
宰
相
（
と
し
て
仕
え
た
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ク
ラ
イ
イ
ーA

bū 

Ja‘far A
ḥm

ad b. K
halaf al-G

hassānī

（
一
一
〇
四
・
五
年
没
（
（6
（

（
は
同
じ
家
系
で
あ
り
︑
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ク
ラ
イ
イ
ー
こ
そ
が

親
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
姿
勢
を
取
っ
た
者
で
あ
る
︒
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ハ
ラ
フ
（
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ク
ラ
イ
イ
ー
（
も
︑
イ
ブ
ン
・
サ
フ
ル
と
同

様
に
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
タ
ー
ブ
と
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
（
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ク
ラ
イ
イ
ー
（
か
ら
法
学
を
学
ん
で
い
る
︒
タ
ー
イ
フ
ァ

諸
王
権
力
と
距
離
を
置
く
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
タ
ー
ブ
や
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
が
ア
ン
ダ
ル
ス
征
服
を
行
う
契
機
を
作
っ
た
王
の
一
人
で
あ
る
グ
ラ
ナ

ダ
王
と
近
い
ク
ラ
イ
イ
ー
家
と
関
係
を
深
め
た
イ
ブ
ン
・
サ
フ
ル
に
︑
反
タ
ー
イ
フ
ァ
王
と
い
う
考
え
が
醸
成
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
︒

　

イ
ブ
ン
・
サ
フ
ル
は
マ
グ
リ
ブ
を
訪
れ
た
際
に
セ
ウ
タ
で
教
授
を
つ
と
め
て
い
る
が
︑
八
名
の
弟
子
の
う
ち
︑
六
名
が
セ
ウ
タ
出
身
者
で
あ

る
︒
な
か
で
も
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
や
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
（no.32, 35

（
と
い
っ
た
ユ
ー
ス
フ
・
ブ

ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期
に
カ
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
た
者
や
︑
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ドIbrāhīm

 b. A
ḥm

ad al-B
aṣrī

（
一
一
一

九
年
没
︑
セ
ウ
タ
と
タ
ン
ジ
ェ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
（
（6
（

（
や
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ブ
ン
・
マ
ン
ス
ー
ル ‘A

bd A
llāh b. M

anṣūr

（
一
一
一
九
年

没
︑
セ
ウ
タ
と
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
（
（6
（

（
と
い
っ
た
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
期
に
カ
ー
デ
ィ
ー
に
就
い
た
者
な
ど
は
︑
政
治
的
・
社

会
的
に
も
影
響
力
を
も
つ
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒
イ
ブ
ン
・
サ
フ
ル
に
つ
い
て
興
味
深
い
の
は
︑
彼
が
反
タ
ー
イ
フ
ァ
王
の
集
団
と
︑

親
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
集
団
の
双
方
に
接
し
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
と
マ
グ
リ
ブ
の
両
地
域
に
ま
た
が
り
学
問
的
・
政
治
的
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
親
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
立
場
に
よ
っ
て
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
征
服
後
も
グ
ラ
ナ
ダ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
た
と
い

え
る
︒

　

次
に
︑
イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
ンM

uḥam
m

ad b. Sa‘dūn al-Q
araw

ī

（
一
〇
九
二
・
三
年
没
（
（6
（

（
は
︑
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
出
身
で
︑
同
地
で
学

ん
だ
後
︑
メ
ッ
カ
巡
礼
を
行
い
︑
メ
ッ
カ
や
エ
ジ
プ
ト
で
も
学
ん
だ
︒
そ
の
後
︑
商
業
に
従
事
し
な
が
ら
マ
グ
リ
ブ
と
ア
ン
ダ
ル
ス
を
行
き
来

し
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
東
部
の
各
地
で
教
授
を
つ
と
め
︑
マ
グ
リ
ブ
の
ア
グ
マ
ー
ト
で
没
し
た
︒
彼
も
各
地
を
旅
し
た
た
め
︑
師
は
一
九
人
︑
弟
子



　　お茶の水史学　59号　　20

は
九
人
を
数
え
る
︒
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
の
契
機
を
作
っ
た
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
法
学
者
ア
ブ
ー
・
イ
ム
ラ
ー
ン
・
ア

ル
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
に
学
ん
だ
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
ア
ン
ダ
ル
ス
に
移
っ
た
後
の
イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
ン
は
︑
タ
ー
イ
フ
ァ

時
代
の
最
も
重
要
な
法
源
学
者
と
さ
れ
て
い
る
（
（6
（

︒
他
方
で
︑
既
に
述
べ
た
よ
う
に
君
主
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
は
︑
こ
の
イ

ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
ン
と
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
（no.23

（
に
ア
ン
ダ
ル
ス
諸
王
の
廃
位
等
に
関
し
て
助
言
を
求
め
た
︒
さ
ら
に
︑

グ
ラ
ナ
ダ
を
征
服
す
る
際
に
も
︑
イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
ン
は
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
に
よ
り
同
地
に
派
遣
さ
れ
︑
グ
ラ
ナ

ダ
王
と
交
渉
を
行
っ
て
い
る
（
（6
（

︒
イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
は
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
ア
ン
ダ
ル
ス
征
服
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

人
物
だ
っ
た
と
い
え
る
︒

　

イ
ブ
ン
・
サ
フ
ル
や
イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
ン
は
共
に
当
時
を
代
表
す
る
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
り
︑
マ
グ
リ
ブ
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
︑
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ

（
と
き
に
マ
シ
ュ
リ
ク
（
に
お
よ
ぶ
活
動
範
囲
と
師
弟
関
係
の
広
さ
が
う
か
が
え
る
︒
こ
う
し
た
ウ
ラ
マ
ー
の
姿
は
︑
一
見
す
る
と
学
問
領
域

の
活
動
に
完
結
し
て
い
る
よ
う
だ
が
︑
当
時
の
ア
ン
ダ
ル
ス
の
政
治
や
社
会
の
状
況
と
付
き
合
わ
せ
て
み
る
と
彼
ら
が
王
朝
の
も
と
で
果
た
し

た
役
割
も
明
ら
か
に
な
る
︒
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
ア
ン
ダ
ル
ス
征
服
は
︑
マ
グ
リ
ブ
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
︑
そ
し
て
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
各
地
出
身
の
ウ
ラ

マ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
協
調
関
係
に
も
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
︒

四
．
結
び

　

ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
は
︑
宗
教
指
導
者
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
に
率
い
ら
れ
た
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
に
よ
る
宗
教
的
な
改
革
と
征
服
活
動
で

あ
っ
た
︒
宗
教
指
導
者
と
い
う
存
在
は
一
〇
六
〇
年
頃
に
は
途
絶
え
︑
そ
の
後
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
ベ
ル
ベ
ル
の
政
治
・
軍
事
権
力
が
確
立
し

た
︒
他
方
で
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
マ
グ
リ
ブ
支
配
の
初
期
か
ら
カ
ー
デ
ィ
ー
な
ど
の
任
免
に
よ
っ
て
司
法
行
政
の
基
礎
が
築
か
れ
︑
王
朝
下
の

ウ
ラ
マ
ー
の
役
割
も
特
定
の
傑
出
し
た
指
導
者
が
ム
ラ
ー
ビ
ト
集
団
を
導
く
も
の
か
ら
複
数
の
者
で
行
政
を
担
う
形
に
変
化
し
た
︒
こ
の
と
き



21　　ベルベルの政治権力とマグリブ出身のウラマー

マ
グ
リ
ブ
出
身
者
の
カ
ー
デ
ィ
ー
職
へ
の
任
免
は
経
験
者
を
重
用
す
る
も
の
で
あ
り
︑
王
朝
が
在
地
勢
力
を
承
認
す
る
形
だ
っ
た
と
い
え
る
︒

と
は
い
え
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
は
︑
司
法
行
政
以
外
で
も
助
言
や
従
軍
な
ど
で
君
主
と
直
接
的
な
関
係
を
も
ち
︑
従
来
ア
ン
ダ
ル
ス

の
法
学
者
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
協
力
関
係
を
築
い
た
︒
本
稿
の
検
討
を
通
じ
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
個
々
人
の
具
体
的

な
活
動
が
明
ら
か
に
な
り
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期
に
お
け
る
著
名
な
ウ
ラ
マ
ー
の
存
在
も
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

る
︒
ま
た
︑
こ
う
し
た
任
免
や
在
地
勢
力
と
の
関
係
あ
り
方
は
ア
ン
ダ
ル
ス
征
服
に
先
立
っ
て
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
支
配
に
も

援
用
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
︒

　

な
お
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
の
後
を
継
い
だ
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
も
父
に
倣
い
法
学
者
を
優
遇
し
︑
こ
の
時
期

に
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
の
法
学
者
の
優
位
が
決
定
的
と
な
る
︒
マ
グ
リ
ブ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
の
数
も
増
加
す
る
一
方
︑
反
体
制
勢
力
も
頭
角
を
現

す
よ
う
に
な
り
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
支
配
領
域
の
ウ
ラ
マ
ー
の
状
況
お
よ
び
王
朝
の
支
配
構
造
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

本
稿
の
結
論
を
踏
ま
え
︑
マ
グ
リ
ブ
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
︑
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
と
い
っ
た
全
て
の
地
域
を
含
め
た
ウ
ラ
マ
ー
の
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
お

け
る
役
割
や
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
こ
と
が
つ
ぎ
の
課
題
で
あ
る
︒

史
料
及
び
略
号
一
覧

（
伝
記
集
︑
著
者
名
順
（

M
arqaba : �al-B

unnāhī, ‘A
lī b. ‘A

bd A
llāh, al-M

arqaba al-‘ulyā fī-m
an yastaḥiqq al-qaḍā’ w

a-l-fatyā, ed. by M
aryam

 Q
āsim

 Taw
īl, 

Beirut, 1995.

M
u‘jam

 : Ibn al-A
bbār, al-M

u‘jam
 fī aṣḥāb al-qāḍī al-im

ām
 Abī ‘Alī al-Ṣadafī, ed. by B

ashar ‘Aw
ad M

a‘rouf, Tunis, 2011.

Takm
ila : �Ibn al-A

bbār, al-Takm
ila li-kitāb al-ṣila, in  al-Ṣila m

a‘a al-Takm
ila li-kitāb al-ṣila w

a Ṣila al-ṣila, ed. by Jalāl al-A
syūṭī, 

vols. 3-5 in 6vols., B
eirut, 2008.
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Ṣila : Ibn B
ashkuw

āl, K
itāb al-ṣila, ed. by Ibrāhīm

 al-A
byārī, 3vols., C

airo/ B
eirut, 1989.

D
hayl B : Ibn al-N

ajjār, D
hayl ta’rīkh Baghdād, ed. by M

uṣṭafā ‘A
bd al-Q

ādir ‘A
ṭā, 3vols., B

eirut, 1997.

Jadhw
a : Ibn al-Q

āḍī al-M
iknāsī, Jadhw

at al-iqtibās fī dhikr m
an ḥalla m

in al-a‘lām
 m

adīnat Fās, 2vols., R
abat, 1973-1974.

G
hunya : ‘Iyāḍ b. M

ūsā, al-G
hunya, ed. by M

uḥam
m

ad b. ‘A
bd al-K

arīm
, Tunis, 1979.

Tartīb : ‘Iyāḍ b. M
ūsā, Tartīb al-m

adārik w
a taqrīb al-m

asālik li-m
a‘rifat a‘lām

 m
adhhab M

ālik, ed. by Sa‘īd A
ḥm

ad A
‘rāb et al., 

8vols., R
abat, 1983 (2nd ed.).

D
hayl : al-M

arrākushī, Ibn ‘A
bd al-M

alik, al-D
hayl w

a-l-takm
ila li-kitābay al-M

aw
sūl w

a-l-Ṣila, ed. by Iḥsān ‘A
bbās et al., 6vols., 

Tunis, 2012.

Tashaw
w

uf : al-Tādilī, Ibn al-Zayyāt, al-Tashaw
w

uf ilā rijāl al-taṣaw
w

uf w
a akhbār Abī al-‘Abbās al-Sabtī, ed. by A

ḥm
ad al-Taw

fīq, 

R
abat, 1984.

M
ustafād : al-Tam

īm
ī, M

uḥam
m

ad b. al-Q
āsim

, al-M
ustafād fī m

anāqib al-‘ubbād bi m
adīnat Fās w

a m
ā yalī-hā m

in al-bilād, ed. by 

M
uḥam

m
ad al-Sharīf, 2vols., Tétouan, 2002.

（
年
代
記
︑
そ
の
他
︑
著
者
名
順
（

Tibyān : ‘A
bd A

llāh b. B
uluggīn, K

itāb al-tibyān ‘an al-ḥāditha al-kā’ina bi-daw
lat Banī Zīrī fī G

harnāṭa, ed. by ‘A
lī ‘U

m
ar, C

airo, 

2006; trans. by A
m

in T. Tibi, The Tibyān: M
em

oirs of ‘Abd Aallāh b. Buluggīn Last Zīrid Am
īr of G

ranada, Leiden, 1986.

Ḥ
ulal : A

nonim
ous, K

itāb al-ḥulal al-m
aw

shīya fī dhikr al-akhbār al-M
arrākushīya, ed. Suhayl Zukkār et al., C

asablanca, 1979.

M
asālik : al-B

akrī, ‘A
bd A

llāh b. ‘A
bd al-‘A

zīz, al-M
asālik w

a-l-m
am

ālik, ed. by Jam
āl Ṭaliba, 2vols., B

eirut, 2003.

R
aw

ḍ : Ibn A
bī Zar‘, al-Anīs al-m

uṭrib bi-raw
ḍ al-qirṭās fī akhbār m

ulūk al-M
aghrib w

a ta’rīkh m
adīnat Fās, ed. ‘A

bd al-W
ahhāb b. 

M
anṣūr, R

abat, 1999.
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Bayān : Ibn ‘Idhārī al-M
arrākushī, al-Bayān al-m

ughrib fī akhbār al-Andalus w
a-l-M

aghrib, ed. by Iḥsān ‘A
bbās et al., 4vols., B

eirut, 

1983 (2
nd ed.).

M
u‘jib : al-M

arrākushī, ‘A
bd al-W

āḥid, al-M
u‘jib fī talkhīṣ akhbār al-M

aghrib, ed. by M
uḥam

m
ad Sa‘īd al-‘A

ryān, C
asablanca, 1978 

(7
th ed.).

註（
1
（	V

incent C
ornell, Realm

 of the Saint: Pow
er and Authority 

in M
oroccan Sufism

, Austin, 1998, 23; 

私
市
正
年
﹃
北
ア
フ
リ
カ
・

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
の
歴
史
﹄
白
水
社
︑
二
〇
〇
四
年
︑
三
七

頁
︒

（
2
（	R

onald A
. M

essier, “R
e-Thinking the A

lm
oravids, R

e-
Thinking Ibn K

haldun”, ed. Julia C
lancy-Sm

ith, N
orth Africa, 

Islam
 and the M

editerranean W
orld: From

 the Alm
oravids to the 

Algerian W
ar, London, 2001, 66.

（
3
（	

代
表
的
な
成
果
を
挙
げ
る
と
︑
ウ
ラ
マ
ー
研
究
で
は
︑

D
om

inique U
rvoy, Le m

onde des ulém
as andalous duV/XIe au 

VII/XIIIe siècle, G
eneva,  1978. 

ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
期
ア
ン
ダ
ル
ス
の

司
法
行
政
研
究
に
つ
い
て
は
︑R

acid El H
our, La adm

inistración 
judicial alm

orávide en al-Andalus: Élites, negociaciones y 
enfrentam

ientos, H
elsinki, 2006. 

ま
た
︑
ス
ペ
イ
ン
国
立
の
総
合

研
究
機
関
で
あ
る
学
術
研
究
高
等
評
議
会
（C

onsejo Superior de 
Investigaciones C

ientíficas

（
下
の
ア
ラ
ブ
学
部
門
か
ら
﹃
ア
ン
ダ

ル
ス
人
名
伝
記
研
究Estudios onom

ástico-biográficos de al-
Andalus

﹄
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
︑
ム
ラ
ー
ビ
ト

朝
期
の
ウ
ラ
マ
ー
研
究
も
多
く
含
む
（
こ
れ
ま
で
一
八
巻
が
既
刊
（︒

（
4
（	

マ
グ
リ
ブ
出
身
者
を
具
体
的
に
挙
げ
る
研
究
も
わ
ず
か
に
あ

る
︒
イ
ブ
ン
・
ビ
ー
ヤ
は
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
期
の
ウ
ラ
マ
ー
の
政
治
的

な
影
響
力
を
検
討
す
る
が
︑
ウ
ラ
マ
ー
の
出
身
地
に
注
目
し
て
い
な

い
︒M

uḥam
m

ad Ibn B
īya , al-Athar al-siyāsī li-l-‘ulam

ā’ fī ‘aṣr 
al-m

urābiṭīn, Judda, 2000. 

ハ
ー
フ
ィ
デ
ィ
ー
は
︑
マ
グ
リ
ブ
出
身

者
の
具
体
的
な
名
を
挙
げ
る
が
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
期
（
位

一
一
〇
六
│
一
一
四
三
年
（を
対
象
と
す
る
︒Ḥ

asan Ḥ
āfiḍī ‘A

law
ī, 

al-M
urābiṭūn: al-D

aw
la, al-iqtiṣād,  al-m

ujtam
a‘, R

abat, 2007, 
9-39.

（
5
（	

本
節
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
の
こ
と
︒A

bdallah Laroui, 
L’histoire du M

aghreb: U
n essai de synthèse, C

asablanca, 2011 
(3

ém
e éd.), 103-122; Jam

il M
. A

bun-N
asr, A H

istory of the 
M

aghrib in the Islam
ic Period, C

am
bridge, 1987, 26-75; 

私
市

﹃
北
ア
フ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
の
歴
史
﹄
一
九
│
三
六
頁
︒
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（
6
（	Raw

ḍ, 162-163. cf. J. F. P. H
opkins, M

edieval M
uslim

 
G

overnm
ent in Barbary until sixth century of the H

ijra, B
ristol, 

1958, 29; V
incent Lagardère, Les Alm

oravides: Jusqu’au règne 
de Yūsuf b. Tāšfīn (1039-1106), Paris, 1989, 34-41.

（
7
（	C

ornell, Realm
 of the Saint, 33.

（
8
（	Ḥ

ulal, 19-20; M
asālik, II, 351-352; Raw

ḍ, 154-156; Bayān, 
IV, 7-8. 

ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
と
ア
ブ
ー
・
イ
ム

ラ
ー
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
が
出
会
っ
た
年
に
は
諸
説
が
あ
り
︑

Bayān

やḤ
ulal

で
は
一
〇
四
八
・
九
年
と
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は

Bayān

の
校
訂
者
ア
ッ
バ
ー
ス
に
よ
る
註
に
従
う
（Bayān, IV, 

7n

（︒
ム
ラ
ー
ビ
ト
運
動
に
つ
い
て
は
以
下
の
政
治
史
も
参
照
︒

Jacinto B
osch V

ilá, Los alm
orávides, prólogo de Em

ilio M
olina 

López, G
ranada, 1990; Lagardère, Les Alm

oravides (1039-1106).

（
9
（	Tartīb, V

III, 81; Tashaw
w

uf, 89-92. 

没
年
は
一
〇
五
三
・
四

年
と
す
る
研
究
も
あ
る
（Tashaw

w
uf, 89n

（︒

（
10
（	M

asālik, II, 356-357; Raw
ḍ, 168-169; Bayān, IV, 16-17; 

Tartīb, V
III, 81-83. cf. El H

our, La adm
inistración judicial 

alm
orávide, 187-188. 

彼
の
教
え
は
︑
支
持
者
を
得
る
一
方
で
部
族

民
の
反
発
も
買
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒M

asālik

︑Bayān

は
上
記
の

規
律
と
と
も
に
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
の
無
知
を
示
す
逸
話
を

伝
え
る
︒
た
だ
し
︑Tartīb

に
よ
る
と
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン

の
出
し
た
フ
ァ
ト
ワ
ー
及
び
法
的
な
返
答
は
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
の

シ
ャ
イ
フ
（
族
長
（
た
ち
に
記
憶
さ
れ
た
と
い
う
︒

（
11
（	

ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
お
よ
び
王
朝
の
語
源
と
な
っ
た
リ
バ
ー
ト

の
解
釈
や
場
所
に
つ
い
て
︑
モ
ラ
エ
ス
・
フ
ァ
リ
ア
スM

oraes 
Farias

は
ク
ル
ア
ー
ン
に
由
来
す
る
ジ
ハ
ー
ド
思
想
か
ら
来
て
い
る

と
し
︑
リ
バ
ー
ト
の
場
所
を
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
沿
岸
に
あ
る
テ
ィ
ド
ラ

Tîdra

島
と
し
た
︒
た
だ
し
︑
モ
ラ
エ
ス
・
フ
ァ
リ
ア
ス
以
降
も
こ

の
議
論
は
継
続
し
︑﹃
イ
ス
ラ
ー
ム
百
科
事
典
﹄
で
は
︑
地
名
や
建

物
と
い
う
よ
り
比
喩
的
な
意
味
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
し
て
い

る
︒Paulo Fernando de M

oraes Farias, “The A
lm

oravids: Som
e 

Q
uestions C

oncerning the C
haracter of the M

ovem
ent during Its 

Periods of C
losest C

ontact w
ith the W

estern Sudan”, Bulletin de 
l’I. F. A. N

. 29, Sér. B
, N

os. 3-4, 1967, 794-878; H
. T. N

orris and 
P. C

halm
eta, “A

L-M
U

R
Ā

B
IṬŪ

N
”, The Encyclopaedia of Islam

, 
2

nd ed., Leiden, 1955-2005, 7:583-591.

（
12
（	Ḥ

ulal, 21-23; M
asālik, II, 353-354; Raw

ḍ, 160-162; Bayān, 
IV, 13-14. cf. Lagardère, Les Alm

oravides (1039-1106), 61-72. 

（
13
（	Ḥ

ulal, 21; Raw
ḍ, 160; Bayān, IV, 12. cf. Lagardère, Les 

Alm
oravides (1039-1106), 57-58.

（
14
（	

七
〇
名
の
法
学
者
に
つ
い
て
︑Ḥ

ulal

は
法
学
者
の
師

（shaykh

（
と
し
（Ḥ

ulal, 20-21

（︑Bayān

は
大
人
と
若
者
の
法
学

者
と
し
て
い
る
（Bayān, IV,.8

（︒

（
15
（	Ḥ

ulal, 20-21; Raw
ḍ, 161; Bayān, IV, 8-10. 

な
お
︑Ṣila

で

は
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ド‘A

lī b. A
ḥm

ad al-R
aba‘ī

（
一
一
三

六
・
七
年
没
（
が
伝
え
た
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
は
︑
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア

フ
マ
ド
か
ら
四
世
代
前
に
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
を
含
む
イ
ス

ナ
ー
ド
（
伝
承
経
路
（
が
書
か
れ
る
が
︑
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
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の
師
︑
弟
子
共
に
特
定
で
き
な
か
っ
た
（Ṣila, II, 628

（︒

（
16
（	Tartīb, V

III, 80. cf. B
osch V

ilá, Los Alm
orávides, 93; El 

H
our, La adm

inistración judicial alm
orávide, 188; Lagardère, 

Les Alm
oravides (1039-1106), 71-72. 

ス
ラ
イ
マ
ー
ン
の
父
の
名

前
に
つ
い
て
は
︑
史
料
お
よ
び
ロ
ー
マ
字
転
写
で
異
同
が
あ
り
︑

ア
ッ
ド
ゥ
ーA

ddū
︑
ハ
ッ
ド
ゥ
ーḤ

addū

と
も
さ
れ
る
︒
筆
者
は

よ
り
時
代
が
近
い
イ
ヤ
ー
ド
の
著
作
の
ラ
バ
ト
版
（
第
二
版
︑
一
九

八
三
年
出
版
（
を
参
照
し
︑
こ
れ
に
従
っ
た
︒
な
お
︑
こ
れ
よ
り
古

い
ベ
イ
ル
ー
ト
版
（
一
九
六
七
年
出
版
（
で
は
︑
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
と

兄
弟
の
ア
ブ
ー
・
ア
ル
カ
ー
ス
ィ
ム
の
二
人
の
父
の
名
は‘A

dhrā

で
あ
り
︑
ま
た
こ
の
二
人
が
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
後
の
指
導
者

（qā’im
ayn

（
と
さ
れ
て
い
る
（‘Iyāḍ b. M

ūsā, Tartīb al-m
adārik 

w
a taqrīb al-m

asālik li-m
a‘rifat a‘lām

 m
adhhab M

ālik, ed. by 
A

ḥm
ad B

akīr M
aḥm

ūd, 3vols., B
eirut, 1967, III, 780
（︒

（
17
（	Ṣila, III, 873-874; G

hunya, 282-283; Tashaw
w

uf, 105-106. 

た
だ
し
︑
ム
ラ
ー
デ
ィ
ー
に
つ
い
て
独
立
し
た
項
目
を
立
て
て
い
る

の
は
︑Ṣila

の
み
で
あ
る
︒

（
18
（	al-M

urādī, M
uḥam

m
ad b. al-Ḥ

asan al-Ḥ
aḍram

ī, K
itāb al-

siyāsa au al-ishāra fī tadbīr al-im
āra, ed. by M

uḥam
m

ad Ḥ
asan 

M
uḥam

m
ad Ḥ

asan Ism
ā‘īl, B

eirut, 2003.

（
19
（	M

aribel Fierro, “La religión”, M
aría Jesús V

iguera M
olíns 

et al., H
istoria de España: Fundada por Ram

ón M
enéndez 

Pidal, V
III-II, M

adrid, 1997, 437-439, 452; W
alad al-Ḥ

usayn al-
N

ānī, Ṣaḥrā’ al-m
ulaththam

īn: D
irāsa li-tārīkh M

ūrītāniyā w
a 

tafā‘ul-hā m
a‘a m

uḥīṭ-hā al-iqlīm
ī khilāl al-‘aṣr al-w

asīṭ, 
B

eirut, 2007, 241-249, 370-381.

（
20
（	Ṣila, III, 978; G

hunya, 282-283; Tashaw
w

uf, 105-108. cf. 
al-N

ānī, Ṣaḥrā’ al-m
ulaththam

īn, 374; 

私
市
正
年
﹃
マ
グ
リ
ブ
中

世
社
会
と
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
崇
拝
﹄
山
川
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
年
︑

一
五
八
頁
︒

（
21
（	M

u‘jam
, 353; Takm

ila, V, 88.

（
22
（	Ḥ

ulal, 23; M
asālik, II, 354-356; Raw

ḍ, 161-164, 167-168; 
Bayān, IV, 15-16.

（
23
（	

宗
教
指
導
者
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
と
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
ま

で
の
ベ
ル
ベ
ル
諸
部
族
の
長
︑
お
よ
び
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー

シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
以
降
の
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
君
主
の
権
力
構
造
に
つ
い
て

は
︑
拙
稿
﹁
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
お
け
る
バ
イ
ア
の
変
遷
と
統
治
の
正

当
化
﹂﹃
東
洋
学
報
﹄
九
六
│
四
︑
二
〇
一
五
年
︑
一
│
二
六
頁
︑

特
に
二
│
五
頁
を
参
照
︒

（
24
（	Ḥ

ulal, 24-26, 28; Raw
ḍ, 176-181; Bayān, IV, 26-30. 

な
お
︑

ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
よ
る
マ
グ
リ
ブ
各
地
域
の
征
服
お
よ
び
そ
の
年
代

は
史
料
に
よ
っ
て
異
な
り
︑
特
に
︑Ḥ

ulal

︑Bayān

が
ほ
ぼ
同
様

の
情
報
を
伝
え
︑Raw

ḍ

が
独
自
か
つ
最
も
詳
細
な
情
報
を
伝
え
て

い
る
︒
た
だ
し
︑
王
朝
の
詳
細
な
政
治
史
を
著
し
た
ラ
ガ
ル
デ
ー
ル

Lagardère

は
征
服
地
や
年
代
を
特
定
し
た
際
︑Ḥ

ulal

︑Bayān

の

情
報
を
採
用
し
︑Raw

ḍ

の
情
報
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
方
を

し
︑
基
本
的
に
採
用
し
て
い
な
い
︒
本
稿
も
史
料
を
検
討
し
た
う
え

で
ラ
ガ
ル
デ
ー
ル
に
従
う
が
︑
そ
の
場
合
イ
ブ
ン
・
ヤ
ー
ス
ィ
ー
ン
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の
死
か
ら
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
の
結
婚
ま
で
の
約
一
〇
年
は
言
及
が
な

い
︒cf. L

agardère,  Les Alm
oravides (1039-1106), 61-101.

（
25
（	Bayān, IV, 26-27.

（
26
（	Bayān, IV, 28. 

フ
ェ
ス
の
征
服
年
と
当
時
の
支
配
者
名
に
つ
い

て
は
︑
史
料
に
よ
り
相
違
が
あ
る
︒Bayān

とḤ
ulal

の
情
報
は
類

似
し
︑
共
に
一
〇
七
五
年
を
征
服
と
す
る
が
︑
支
配
者
に
つ
い
て

は
︑Bayān

は
フ
ト
ゥ
ー
フ
と
ド
ゥ
ー
ナ
ー
ス
を
兄
弟
と
す
る
︒

Ḥ
ulal

は
両
者
を
親
子
と
し
︑
フ
ト
ゥ
ー
フ
を
マ
グ
ラ
ー
ワ
族
の

ズ
ィ
ー
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
テ
ィ
ー
ヤZīrī b. ‘A

ṭīya （
一
〇
〇
一
年

没
（
の
子
孫
だ
と
し
て
い
る
︒Ḥ

ulal, 28; Raw
ḍ, 141-144, 176-

177; Bayān, IV, 28. cf. Ibn al-K
haṭīb, A‘m

āl al-a‘lām
 fī-m

an 
būyi‘a qabla al-iḥtilām

 m
in m

ulūk al-Islām
 w

a-m
ā yata‘allaqu 

bi-dhālika m
in al-kalām

, ed. by Sayyid K
asrūw

ī Ḥ
asan, 2vols. in 

1, B
eirut, 2003, 388; Lagardère, Les Alm

oravides (1039-1106), 
91-93. 

（
27
（	Raw

ḍ, 179.

（
28
（	Bayān, IV, 29.

（
29
（	Bayān, IV, 30.

（
30
（	Raw

ḍ, 180-181.

（
31
（	Lagardère, Les Alm

oravides (1039-1106), 99-101.

（
32
（	Bayān, IV, 22.

（
33
（	Raw

ḍ, 180.

（
34
（	Ḥ

ulal, 33. cf. Lagardère, Les Alm
oravides (1039-1106), 97-

99.

（
35
（	

本
節
で
は
没
年
が
不
明
な
者
は
︑
特
定
の
場
合
を
除
き
対
象
と

は
し
な
か
っ
た
︒Tartīb

で
は
︑
没
年
が
書
か
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

が
︑
記
事
内
容
か
ら
第
一
一
世
代
の
マ
グ
リ
ブ
出
身
者
の
多
く
は
対

象
年
代
の
者
た
ち
と
考
え
ら
れ
︑
す
べ
て
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
︒

ま
た
︑
伝
記
集
で
は
︑
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
ウ
ラ
マ
ー
の

親
族
の
情
報
が
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
︑
独
立
の
項
目
と
し
て
立

て
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
表
に
入
れ
て
い
な
い
︒

（
36
（	

軍
隊
を
構
成
す
る
ベ
ル
ベ
ル
の
ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
に
関
し
て

は
︑
ラ
ガ
ル
デ
ー
ル
が
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期

の
軍
隊
構
成
を
検
討
し
︑
六
四
名
を
列
挙
し
て
い
る
︒V

incent 
Lagardère, “Esquisse de l'organisation m

ilitaire des M
urabitun, à 

l'époque de Yusuf b. Tasfin, 430 H
/1039 à 500 H

/1106”, Revue 
de l’O

ccident m
usulm

an et de la M
éditerranée 27, 1979, 99-114.

（
37
（	

谷
口
淳
一
﹁
人
物
を
伝
え
る
│
ア
ラ
ビ
ア
語
伝
記
文
学
﹂
林
佳

世
子
︑
桝
屋
友
子
編
﹃
記
録
と
表
象　

史
料
が
語
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
﹄︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
五
年
︑
一
三
四
│
一
三
六
頁
︒

森
山
央
朗
に
よ
る
伝
記
記
事
の
一
二
項
目
の
分
類
も
参
照
︒
森
山
央

朗
﹁﹃
地
方
史
人
名
録
﹄
伝
記
記
事
の
特
徴
と
性
格
│
中
世
イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
の
ウ
ラ
マ
ー
が
編
ん
だ
地
域
別
人
物
記
録
の
意
図
│
﹂

﹃
東
洋
学
報
﹄
九
〇
│
四
︑
二
〇
〇
九
年
︑
二
七
│
五
四
頁
︒

（
38
（	C

am
ilo G

óm
ez-R

ivas, Law
 and the Islam

ization of 
M

orocco under the Alm
oravids: The Fatw

ās of Ibn Rushd al-
Jadd to the Far M

aghrib, Leiden, 2014, 30.

（
39
（ 
森
山
﹁﹃
地
方
史
人
名
録
﹄
伝
記
記
事
の
特
徴
と
性
格
﹂
四
五
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│
四
六
頁
︒

（
40
（	
ユ
ル
ボ
ワU

rvoy

は
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ウ
ラ
マ
ー
に
つ
い
て
︑

修
得
し
た
学
問
や
師
弟
関
係
な
ど
の
学
問
状
況
を
年
代
ご
と
に
示
し

て
お
り
︑
当
時
の
学
問
修
得
の
傾
向
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
︒
註

（
３
（
参
照
︒

（
41
（	C

ornell, Realm
 of the Saint, 3-31; 

私
市
﹃
マ
グ
リ
ブ
中
世
社

会
と
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
崇
拝
﹄
二
一
︑
二
三
頁
︒
マ
グ
リ
ブ
に
お
け

る
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
到
来
は
一
一
世
紀
初
め
で
あ
り
︑
マ
シ
ュ
リ
ク

よ
り
二
世
紀
半
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
よ
り
一
世
紀
ほ
ど
遅
れ
て
い
た
︒
ま

た
︑
他
の
ス
ー
フ
ィ
ー
の
例
と
し
て
は
︑
モ
ロ
ッ
コ
を
征
服
し
た
ア

ラ
ブ
戦
士
（m

ujāhidūn

（
や
部
族
の
名
祖
が
い
る
︒

（
42
（	

当
時
︑
マ
グ
リ
ブ
と
ア
ン
ダ
ル
ス
の
両
地
域
に
は
マ
シ
ュ
リ
ク

に
存
在
す
る
よ
う
な
マ
ド
ラ
サ
（
ウ
ラ
マ
ー
を
育
成
す
る
高
等
教
育

施
設
（
は
設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
マ
グ
リ
ブ
に
お
い
て
最
初
に

マ
ド
ラ
サ
が
設
立
さ
れ
る
の
は
︑
マ
リ
ー
ン
朝
期
の
一
二
七
一･

二

年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
︒M

aya Shatzm
iller, The Berbers and 

the Islam
ic State: The M

arinid Experience in Pre-protectorate 
M

orocco, Princeton, 2000, 90.

（
43
（	Takm

ila, IV, 57. M
uḥam

m
ad b. Ibāhīm

 al-Lakhm
ī (

一
一
九

一
年
没)

︒
な
お
︑
小
野
仁
美
に
よ
る
と
︑
マ
ー
リ
ク
派
は
初
期
か

ら
ク
ル
ア
ー
ン
教
師
に
報
酬
を
支
払
っ
て
雇
用
す
る
こ
と
を
有
効
と

す
る
見
解
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
︒
小
野
仁
美
﹁
マ
ー
リ
ク
派
法

学
に
お
け
る
子
ど
も
の
ク
ル
ア
ー
ン
教
育
：
イ
ス
ラ
ー
ム
法
規
定
と

教
育
専
門
書
﹂﹃
イ
ス
ラ
ム
世
界
﹄
七
〇
︑
二
〇
〇
八
年
︑
六
一
│

八
九
頁
︒

（
44
（	El H

our, La adm
inistración judicial alm

orávide, 273-276.

（
45
（	

ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期
以
降
の
マ
グ
リ
ブ

出
身
者
の
就
任
地
と
し
て
は
︑
さ
ら
に
ト
レ
ム
セ
ン
︑
ア
ン
ダ
ル
ス

の
セ
ビ
ー
リ
ャ
︑
ア
ル
メ
リ
ア
が
加
わ
る
︒
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
者
に

よ
る
マ
グ
リ
ブ
で
の
就
任
地
と
し
て
は
︑
ア
グ
マ
ー
ト
︑
マ
ラ
ケ

シ
ュ
︑
セ
ウ
タ
︑
フ
ェ
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
︒cf. El H

our, La 
adm

inistración judicial alm
orávide, 129-130.

（
46
（	J. F. P. H

opkins, M
edieval M

uslim
 G

overnm
ent in Barbary, 

136, 143.

（
47
（	

カ
ー
デ
ィ
ー
の
任
免
の
状
況
は
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
で
も
同
様
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
エ
ル
フ
ー
ル
は
︑
具
体
例
は
示
し
て
い
な
い

も
の
の
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
征
服
以
前
の
マ
グ
リ
ブ
の
対
応
を
ア
ン
ダ
ル

ス
に
も
適
用
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
︒R

acid El H
our, “The 

A
ndalusian Q

āḍī in the A
lm

oravid Period: Political and Judicial 
A

uthority”, Studia Islam
ica 90, 2000, 80.

（
48
（	Lagardère, Les Alm

oravides: Le djihâd andalou (1106-
1143), Paris, 1998, 245-298.

（
49
（	

生
活
の
糧
に
関
し
て
︑Raw

ḍ, 173

︒
マ
ッ
ラ
ー
ク
シ
ー
に
関

し
て
︑M

u‘jib, 252-253

︒
ラ
ル
イLaroui

︑
ア
ブ
ン
・
ナ
ス
ル

A
bun-N

asr

は
と
も
に
著
名
な
マ
グ
リ
ブ
通
史
に
お
い
て
︑
シ
ュ
ー

ラ
ー
等
に
参
加
し
た
君
主
に
近
い
法
学
者
は
俸
給
を
得
て
い
た
と
す

る
︒Laroui, L’histoire du M

aghreb, 153; A
bun-N

asr, A H
istory 

of the M
aghrib, 83. 
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（
50
（	

当
時
︑
ア
ン
ダ
ル
ス
は
各
地
に
ム
ス
リ
ム
諸
王
朝
が
乱
立
し
た

状
態
に
あ
り
タ
ー
イ
フ
ァ
諸
国
（M

ulūk al-ṭaw
ā’if

（
と
よ
ば
れ
る

（
一
〇
三
一
│
一
〇
九
〇
年
（︒
こ
の
中
で
は
︑
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
ア
ッ

バ
ー
ド
朝
が
強
大
だ
っ
た
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
王
は
合
従
連
衡
を
繰
り

返
し
︑
キ
リ
ス
ト
教
徒
諸
国
と
同
盟
を
結
ぶ
王
も
現
れ
た
︒
こ
う
し

た
状
況
を
批
判
す
る
法
学
者
や
民
衆
の
要
求
を
う
け
︑
タ
ー
イ
フ
ァ

諸
王
は
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
に
救
援
を
要
請
し
た
︒
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
は
こ

れ
に
応
じ
て
一
〇
八
六
年
と
八
八
年
に
軍
を
派
遣
し
た
が
︑
一
〇
九

〇
年
以
降
は
タ
ー
イ
フ
ァ
諸
国
の
征
服
に
転
じ
た
︒

（
51
（	Takm

ila

に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
の
記
述
よ

り
︒
表
一
（no.22

（
参
照
︒
イ
ブ
ン
・
サ
マ
ド
ゥ
ー
ン
に
つ
い
て

は
次
節
（
五
（
で
詳
述
す
る
︒
な
お
︑D

hayl

に
よ
る
と
︑
ベ
ル
ベ

ル
諸
部
族
の
長
で
あ
る
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
の
死
の
知
ら
せ
が
サ
ハ
ラ

か
ら
届
い
た
と
き
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
イ
ー
サ
ー
は
ユ
ー
ス
フ
・

ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
に
対
し
︑
君
主
の
位
（im

āra

（
の
契

約
を
結
ん
だ(‘aqada)

と
い
う
︒
そ
の
後
の
部
分
は
校
訂
者
に
よ
る

補
遺
で
あ
る
も
の
の
︑
ラ
ム
ト
ゥ
ー
ナ
族
の
司
令
官
（‘um

arā’
（

と
︑
彼
ら
と
共
に
い
た
マ
グ
リ
ブ
軍
の
残
り
が
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・

タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
に
バ
イ
ア
（bay‘a

︑
忠
誠
の
誓
い
（
を
行
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
︒
補
遺
の
通
り
で
あ
る
と
︑
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・

イ
ー
サ
ー
は
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
へ
の
バ
イ
ア

を
先
導
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
者
だ
っ
た
と
い
え
る
︒D

hayl, V, 
347-349. cf. ‘Izz al-D

īn Jasūs, al-M
ujtam

a‘ al-siyāsī w
a nasaq 

tadāw
ul al-sulṭa bi-l-m

aghrib: al-D
aw

la al-m
urābiṭīya 

nam
ūdhajan, R

abat, 2014, 42-48.

（
52
（	

た
だ
し
︑
ア
テ
ィ
ー
ク
・
ブ
ン
・
イ
ム
ラ
ー
ン
は
こ
の
書
簡
を

も
っ
て
い
た
た
め
に
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
の
帰
途
︑
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
で
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の
軍
司
令
官
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
い

う
（
一
〇
九
一･

二
年
（︒
表
一
（no.19

（
参
照
︒cf. G

eorges 
Vajda, “L'aventure tragique d'un cadi m

aghrébin en Égypte 
fāṭim

ide”, Arabica 15-1, 1968, 1-5.

（
53
（	Takm

ila

は
こ
の
戦
い
で
多
く
の
著
名
な
者
（‘alam

（
や
禁
欲

者
（zāhid

（
が
殉
教
し
た
と
し
︑
他
にA

bū al-‘A
bbās b. 

Zum
ayla

︑A
bū R

āfi‘ al-Faḍl b. A
bī M

uḥam
m

ad b. Ḥ
azm

︑A
bū 

Sālim
 al-‘Irāqī

の
名
を
挙
げ
る
（Takm

ila, V, 291

（︒

（
54
（	

私
市
﹃
マ
グ
リ
ブ
中
世
社
会
と
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
崇
拝
﹄
三
二

│
三
三
頁
︒

（
55
（	

ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
期
の
税
制
に
つ
い
て

はRaw
ḍ, 173

を
参
照
︒cf. Laroui , L’histoire du M

aghreb, 154.

（
56
（	Tibyān, 146, 149, 178; M

arqaba, 127-129; Ṣila, II, 635-
636; Tartīb, V

III, 182-183. 

（
57
（	Pierre G

uichard, Al-Andalus 711-1492 : U
ne histoire de 

I’Espagne m
usulm

ane , Paris, 2000, 154.

（
58
（	Ṣila, III, 798-800; Tartīb, V

III, 131-134.
（
59
（	Ṣila, III, 959-960; Tartīb, V

III, 160-161.
（
60
（	
ユ
ル
ボ
ワ
に
よ
る
と
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
タ
ー
ブ
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

五
〇
〇
年
│
五
二
五
年
の
間
に
︑
師
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
回
数
が
最

も
多
い
六
人
の
内
の
一
人
と
さ
れ
る
︒U

rvoy, Le m
onde des 
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ulém
as andalous, 95-99.

（
61
（	Sila, I, 124-125; Tartīb, V

III, 161.

（
62
（	G

hunya, 191; Tartīb, V
III, 199.

（
63
（	G

hunya, 215-216; Tartīb, V
III, 202.

（
64
（	Sila, III, 870-871; Tartīb, V

III, 112-113; Tashaw
w

uf, 83-85.

（
65
（	C

ornell, Realm
 of the Saint, 16.

（
66
（	Tibyān, 183, 188.

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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表
一
　
ユ
ー
ス
フ
期
の
マ
グ
リ
ブ
出
身
ウ
ラ
マ
ー

no.
①
名
前

②
没
年

③
出
身

④
役
職

⑤
師
⑥
弟
子
⑦
学
問

⑧
旅

⑨
逸
話
・
支
配
者
と
の
関
係

⑩
史
料

1
Sa‘īd b. Ibrāhīm

 al-Sabtī
セ
ウ
タ

3
F, H

I, M
sh

名
家
、
商
人

T
r8-169

2
M

uḥam
m

ad b. ‘A
bd A

llāh al-H
am

dānī
セ
ウ
タ

K
h, Q（

セ
ウ

タ
、
マ
ラ
ケ

シ
ュ
）

3
F

A
, H

, M
sh
名
家

ミ
フ
ナ
を
受
け
マ
ラ
ガ
や
バ
ー
デ
ィ
ス
に
移

る

T
r8-170

3
Ḥ

asan b. Yakhlif al-A
nṣārī

セ
ウ
タ

1
F

商
人

バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
の
支
配
か
ら
逃
れ
る

T
r8-171

4
Ḥ

asan b. K
hālid al-Zubaydī

セ
ウ
タ

K
h, M

d, S
1

F, Q
, H

I, M
sh

禁
欲
的

T
r8-172

5
M

uḥam
m

ad b. M
as‘ūd al-‘A

kkī
セ
ウ
タ

K
h, S

1
有

A
, F

, H
, 

N
禁
欲
的

ス
ル
タ
ー
ン
が
マ
ジ
ュ
リ
ス
に
出
席
す
る

T
r8-172

6
Ḥ

asan b. M
uḥam

m
ad al-Q

aysī
セ
ウ
タ

M
f

3
F, H

フ
ァ
ト
ワ
ー
の
長

バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
の
下
で
地
位
有
り
。
そ
の

後
離
反
す
る

T
r8-173

7
M

uḥam
m

ad b. ‘A
bd al-R

aḥm
ān al-

K
utām

ī
セ
ウ
タ

K
h, M

d, M
f, 

Q（
フ
ェ
ス
）

5
2

F
H

, I
名
家

間
違
っ
た
フ
ト
バ
を
行
い
投
獄
さ
れ
る

君
主
に
よ
る
カ
ー
デ
ィ
ー
任
命

フ
ェ
ス
の
人
々
に
ズ
ボ
ン
を
は
か
せ
る

J1-252, 
T

r8-174

8
Ism

ā‘īl b. Yarbū‘ al-Q
aysī

セ
ウ
タ

A
, F, H

, S
H

, M
sh

ム
ラ
ー
ビ
ト
ゥ
ー
ン
と
と
も
に
過
ご
す

ウ
ス
ー
ル
（
法
源
学
）
が
不
完
全

T
r8-175

9
Ḥ

udūr b. Futūḥ al-Zanātī
セ
ウ
タ

3
F

A
, M

gh
商
人

T
r8-179

10
M

uḥam
m

ad b. K
halaf al-Tam

īm
ī

セ
ウ
タ

M
f

2
F, H

晩
年
ミ
フ
ナ
を
受
け
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
発
行

を
禁
止
さ
れ
る

T
r8-180

11
Sa‘īd Ibn Ḥ

anīn
1070･1

フ
ェ
ス

F, S
名
家
、
法
学
者
、
詩
人

J2-518

12
‘A

bd A
llāh b. Ibrāhīm

 al-Sabtī
1077･8

セ
ウ
タ

1 
F, K

A
, H

, M
sh
名
家

バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
の
支
配
者
に
媚
び
な
い

S2-451,
T

r8-169

13
‘A

bd A
llāh b. Ḥ

am
w

 al-Law
ātī

1080･1
セ
ウ
タ

A
, M

d
1

7
F, H

M
gh

バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
の
下
で
ア
フ
カ
ー
ム
に
就

くム
ラ
ー
ビ
ト
軍
征
服
時
に
指
導
権
を
も
つ

S2-451,
T

r8-173

14
‘A

bd al-M
alik al-M

aṣm
ūdī

1086
部
族

Q（
マ
ラ
ケ

シ
ュ
）

A
最
初
期
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
カ
ー
デ
ィ
ー

ザ
ッ
ラ
ー
カ
の
戦
い
で
殉
教

T
k5-16

15
Ya‘lā b. al-M

aṣm
ūdī

1086
部
族

Q（
マ
グ
リ
ブ
）

F
A

no.14
と
と
も
に
ザ
ッ
ラ
ー
カ
の
戦
い
で
殉
教

T
k5-291
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16
‘A

bbūd b. Sa‘īd al-Tanūkhī
1087･8

セ
ウ
タ

K
h, Q（

セ
ウ

タ
）

4
F, H

, Q
商
人

君
主
に
よ
る
カ
ー
デ
ィ
ー
任
命（

no.22の
推
薦
）

T
r8-197

17
Ḥ

ajjāj b. Q
āsim

 al-M
a’m

ūnī
1087-9

セ
ウ
タ

4
4

F, H
A

, H
, M

sh ア
ル
メ
リ
ア
に
住
む

法
学
の
討
論
で
指
導
権
と
名
声
を
得
る

(S1-
246),
T

r8-176

18
M

uḥam
m

ad b. ‘A
lī/Ya‘lā al-M

a‘āfirī
1091

セ
ウ
タ

7
1

B
, H

, K
, 

Q
, S

A
, I

S3-872

19
‘A

tīq b. ‘Im
rān al-R

aba‘ī
1091･2

セ
ウ
タ

Q（
セ
ウ
タ
）

3
H

A
, M

君
主
に
同
行
し
た

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
の
書
簡
を
持
ち
帰
る

途
中
、ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
殺
さ
れ
る

D
hB

2-
131, 
T

k5-145

20
‘A

bd A
llāh b. ‘A

lī/Ya‘lā al-M
a‘āfirī

1093
セ
ウ
タ

3
B

, F
, H

, 
N

, W
A

S2-453

21
al-‘Izz b. M

uḥam
m

ad
1095

マ
グ
リ
ブ

1
A

, L
A

S2-660

22
M

arw
ān b. ‘A

bd al-M
alik al-Law

ātī
1097･8

タ
ン
ジ
ェ

A
, K

h, M
f, Q

（
タ
ン
ジ
ェ
）, 

S

6
5

A
, F

, L
, 

N
, Q

, S
H

, M
sh 

名
家
、
マ
グ
リ
ブ
の
指
導
者
（

zaʻīm
）

セ
ウ
タ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
求
め
ら
れ
る
が
辞

退マ
グ
リ
ブ
と
ア
ン
ダ
ル
ス
の
諸
事
が
持
ち
込

ま
れ
、
君
主
が
委
任
す
る

G
258, 

T
k4-

162,
T

r8-177

23
Y

ūsuf b. ‘Īsā al-A
zdī

1099
フ
ェ
ス

M
f, Q（

フ
ェ

ス
、
メ
ク
ネ

ス
、
マ
ラ
ケ

シ
ュ
）

3
1

A
, F, H

, T
A

ザ
ナ
ー
タ
族
、
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
期
の
カ
ー

デ
ィ
ー

君
主
に
よ
る
カ
ー
デ
ィ
ー
任
命

君
主
の
位
（

im
āra）

の
契
約
を
結
ん
だ

君
主
と
共
に
ア
ン
ダ
ル
ス
に
ガ
ザ
ー
を
行
う

自
身
と
イ
ブ
ン
・
サ
ア
ド
ゥ
ー
ン
の
考
え
に

よ
っ
て
ア
ン
ダ
ル
ス
の
諸
王
の
廃
位
等
を
行
う

フ
ァ
ト
ワ
ー
の
長

D
h5-

347, 
J2-549,
T

k5-281

24
‘A

bd al-R
aḥm

ān Ibn A
bī M

ulūk al-
Q

aysī
1099･100

フ
ェ
ス

法
学
者

J2-390

25
M

ūsā b. Sulaym
ān al-Lakhm

ī
1100･1

マ
グ
リ
ブ

1
有

Q
A

ア
ル
メ
リ
ア
に
住
む

S3-884

26
M

uḥam
m

ad b. ‘A
bd A

llāh al-M
ūrūrī

1106･7
セ
ウ
タ

1
Q

G
159

27
al-Ḥ

asan b. ‘A
lī al-Tāhartī

1108
セ
ウ
タ

8
有

A
, H

, N
A

G
204, 

M
101

28
‘A

bd A
llāh b. A

ḥm
ad al-Tam

īm
ī

1108
セ
ウ
タ

5
有

H
H

, M
sh

G
220
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29
‘A

bd al-R
aḥm

ān b. M
uḥam

m
ad al-

M
a‘āfirī

1108
セ
ウ
タ

K
h, M

d, Q（
セ

ウ
タ

2
回
、
ア

ル
ヘ
シ
ー
ラ

ス
）

, S

3
2

A
, F, K

A
, H

, I,
M

sh
ス
ー
フ
ィ
ー

法
学
は
弱
い

G
226, 

T
k4-

313, 
T

r8-198

30
‘A

lī b. al-Q
āsim

 al-Fanzālī
1108･9

サ
レ

Q（
サ
レ
）

S
A

, H
, M

sh 指
導
権

戦
士
と
し
て
ア
ン
ダ
ル
ス
に
入
る

D
h5-15, 

T
k5-121

31
Ya‘alā, A

bū Jabal
1109･10

フ
ェ
ス

1
F, Q

H
, M

sh
聖
者
（

w
alī, ṣāliḥ）

J2-560, 
Tsh101 

32
M

uḥam
m

ad b. ‘Īsā al-Tam
īm

ī
1109-12

セ
ウ
タ

K
h, Q（

セ
ウ

タ
、
フ
ェ
ス
）, 

Sh

10
8

F, H
A

バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
支
配
下
の
シ
ュ
ー
ラ
ー
に

参
加
す
る

ム
フ
テ
ィ
ー
の
長

セ
ウ
タ
の
モ
ス
ク
建
設
・
増
築

フ
ェ
ス
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
拒
否
し
投
獄
さ
れ
る

G
99, 

J1-252, 
253, 
M

133, 
S3-874, 
T

r8-199 

33
Ṣāliḥ b. M

uḥam
m

ad Ibn Ḥ
irzihim

（
1111･2
以
降
）

フ
ェ
ス

S
1

M
sh

聖
者
（

w
alī）

Tsh94

34
‘A

bd A
llāh b. Sa‘īd al-W

ajdī
1116･7

以
前

ウ
ジ
ュ
ダ

Q（
バ
レ
ン
シ

ア
）

3
F, H

A
バ
レ
ン
シ
ア
征
服
直
後
の
カ
ー
デ
ィ
ー

バ
レ
ン
シ
ア
の
モ
ス
ク
の
ミ
フ
ラ
ー
ブ
建
設

T
k4-267

35
M

uḥam
m

ad b. ‘A
bd A

llāh al-U
m

aw
ī

1123
ま
た
は

1126･7

セ
ウ
タ

M
f, Q（

セ
ウ

タ
2
回
）, Sh

5
8

F, H
, Q

セ
ウ
タ
の
長
に
な
る
（

raʼasa）
バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
、
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
期
の

カ
ー
デ
ィ
ー

文
法
、
言
語
に
関
す
る
知
識
な
し

G
125, 

T
r8-196

36
‘A

bd A
llāh b. ‘A

lī al-Law
ātī

1129･30
タ
ン
ジ
ェ

Q（
ア
ル
ヘ

シ
ー
ラ
ス
、
グ

ラ
ナ
ダ
、
ト
レ

ム
セ
ン
）

8
A

君
主
に
よ
る
カ
ー
デ
ィ
ー
任
命

ア
リ
ー
軍
に
入
り
タ
ラ
ベ
ー
ラ
の
戦
い
に
参
加

T
k4-268

(T
r8-

178)

　【
凡
例
】　
　
　
④
役
職
　

A
:ア
フ
カ
ー
ム
、

K
h:説

教
師
、

M
d:教

師
、

M
f:ム
フ
テ
ィ
ー
、

Q
:カ
ー
デ
ィ
ー
、

K
hq:カ

ー
デ
ィ
ー
代
理
、

S:礼
拝
の
導
師
、

Sh:諮
問
さ
れ
る
者
（
＝
ム
シ
ャ
ー
ワ
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
⑦
学
問
　

A
:ア
ダ
ブ
（
文
芸
）、

B
:修
辞
、

F:法
学
、

H
:ハ
デ
ィ
ー
ス
、

K
:神
学
、

L
:言
語
、

N
:文
法
、

Q
:ク
ル
ア
ー
ン
、

S: 詩
、

T
: 記
録
作
成
、

W
:文
書
作
成

　
　
　
　
　
　
　
⑧
旅
（
行
き
先
）　

A
:ア
ン
ダ
ル
ス
、

H
:巡
礼
、

I:イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
、

M
gh:マ

グ
リ
ブ
、

M
sh:マ

シ
ュ
リ
ク

　
　
　
　
　
　
　
⑩
史
料
略
号
　

D
h: D

hayl, D
hB

: D
hayl ta’rīkh Baghdād, G

: G
hunya, J: Jadhw

a, M
: M

u‘jam
, S: Ṣila, Tk: Takm

ila, Tr: Tartib, Tsh: Tashaw
w

uf
　

 没
年
順
。
な
お
、
名
前
は
簡
略
化
す
る
た
め
、
本
人
の
名
と
父
の
名
と
ニ
ス
バ
に
と
ど
め
た
。
師
・
弟
子
欄
に
は
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
た
人
数
を
示
し
た
。
複
数
史
料
に
記
載
が
あ
る
場
合
は
、
最
も
多
い

人
数
を
採
用
し
た
。
史
料
欄
に
は
史
料
略
号
（
お
よ
び
巻
号
）
と
被
記
載
者
の
記
述
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
た
。
例
　

Tr8-168: Tartīb, V
III, 168.
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表
二
　
セ
ウ
タ
の
歴
代
カ
ー
デ
ィ
ー

名
前

就
任
時
期

表
一
番
号
ま
た
は
典
拠

1
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ

バ
ル
ガ
ワ
ー
タ
族
の
時
代

no.35

2
ア
ッ
ブ
ー
ド
・
ブ
ン
・
サ
イ
ー
ド

没
す
る
（

1087･8
年
頃
）
ま
で
。
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン

に
よ
る
任
命

no.16

3
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
フ

再
任
。
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
の
最
初
の
時
代
。

no.35

4
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド

1091･2
年
─

no.29
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